平成２５年第３回奥多摩町議会定例会　会議録
１　平成25年９月10日午前10時00分、第３回奥多摩町議会定例会が奥多摩町議会議場に招集された。

２　出席議員は次のとおりである。

　　　　第１番　石田　芳英君　　第２番　宮野　　亨君　　第３番　高橋　邦男君

　　　　第４番　原島　幸次君　　第５番　杉村　良一君　　第６番　村木　征一君

　　　　第７番　師岡　伸公君　　第８番　酒井　正利君　　第９番　須崎　　眞君

　　　　第10番　竹内　和男君　　第11番　清水　典子君　　第12番　前田　悦男君

３　欠席議員は次のとおりである。

　　　　な　し

４　会議事件は次のとおりである。

　　　　別紙本日の『議事日程表』のとおり

５　職務のため出席した者は次のとおりである。

　　　　議会事務局長　原島　　肇君　　議会係長　浅見　隆久君

６　地方自治法第121条の規定による出席説明員は、次のとおりである。

　　　　町長　河村　文夫君　　副町長　加藤　一美君

　　　　教育長　栃元　　誠君　　企画財政課長　若菜　伸一君

　　　　企画財政課主幹　天野　成浩君　　総務課長　井上　永一君

　　　　住民課長　宮田　昭治君　　福祉保健課長　清水　信行君

　　　　観光産業課長　原島　滋隆君　　地域整備課長　川村　文雄君

　　　　教育課長　守屋　吉彦君　　会計管理者　清水　　明君

　　　　病院事務長　河村　光春君

平成２５年第３回奥多摩町議会定例会議事日程[第１号]

平成25年９月10日（火）

午前10時00分開会・開議

会　期　　平成25年９月10日～９月20日（11日間）

	日程
	議案番号
	議　　　案　　　名
	結　果

	１
	――
	議長定例町議会開会・開議宣告
	――

	２
	――
	　　　　　　　　　　　　　10番　竹　内　和　男　議員
会議録署名議員の指名

　　　　　　　　　　　　　12番　前　田　悦　男　議員

	３
	――
	会期の決定について
	決　　定

	４
	――
	議会関係諸報告
	――

	５
	――
	町長あいさつ
	――

	６
	議案第59号
	奥多摩町環境基本条例
	原案可決

	７
	議案第60号
	奥多摩町新型インフルエンザ等対策本部条例
	原案可決

	８
	議案第61号
	非常勤の特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
	原案可決

	９
	議案第62号
	奥多摩町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例
	原案可決

	10
	議案第63号
	奥多摩町介護保険条例の一部を改正する条例
	原案可決

	11
	議案第64号
	奥多摩町スポーツ・コミュニティ施設条例の一部を改正する条例
	原案可決

	12
	認定第１号
	平成24年度奥多摩町一般会計歳入歳出決算の認定について
	決算特別委
員会付託

	13
	認定第２号
	平成24年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計歳入歳出決算の認定について
	決算特別委
員会付託

	14
	認定第３号
	平成24年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計予算歳出決算の認定について
	決算特別委
員会付託

	15
	認定第４号
	平成24年度奥多摩町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
	決算特別委
員会付託

	16
	認定第５号
	平成24年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
	決算特別委
員会付託

	17
	認定第６号
	平成24年度奥多摩町介護保健特別会計歳入歳出決算認定について
	決算特別委
員会付託

	18
	認定第７号
	平成24年度奥多摩町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について
	決算特別委
員会付託

	19
	認定第８号
	平成24年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計決算の認定について
	決算特別委
員会付託

	20
	報告第２号
	平成24年度決算における奥多摩町健全化判断比率の報告について
	――

	21
	報告第３号
	平成24年度決算における奥多摩町資金不足比率の報告について
	――

	22
	報告第４号
	奥多摩町教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況の点検及び評価（平成24年度分）の報告について
	――

	23
	議案第65号
	平成25年度奥多摩町一般会計補正予算（第１号）
	連合審査会
付託

	24
	議案第66号
	平成25年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計補正予算（第１号）
	連合審査会
付託


	25
	議案第67号
	平成25年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計補正予算（第１号）
	連合審査会
付託

	26
	議案第68号
	平成25年度奥多摩町国民健康保険特別会計補正予算
（第１号）
	連合審査会
付託

	27
	議案第69号
	平成25年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
	連合審査会
付託

	28
	議案第70号
	平成25年度奥多摩町介護保険特別会計補正予算
（第１号）
	連合審査会
付託

	29
	議案第71号
	平成25年度奥多摩町下水道事業特別会計補正予算
（第１号）
	連合審査会
付託

	30
	議案第72号
	奥多摩町教育委員会委員の任命の同意を求めることについて
	原案同意

	31
	議案第73号
	奥多摩処理区下水道管渠建設工事その28請負契約について
	原案可決

	32
	議案第74号
	鳩の巣荘建設工事請負契約について
	原案可決

	33
	議案第75号
	鳩の巣荘の指定管理者の指定について
	原案可決


　　（午後２時58分散会）

午前10時00分　開会・開議

○議長（清水　典子君）　これより平成25年第３回奥多摩町議会定例会を開会します。

　直ちに本日の会議を開きます。

　日程第２　会議録署名議員の指名を議題とします。

　本件については、会議規則第122条の規定により、議長において指名します。

本定例会の会議録署名議員に、

　　10番　竹内　和男議員、

　　12番　前田　悦男議員、

以上、２名を指名します。

　次に、日程第３　会期の決定について、を議題とします。

　本件については、去る９月３日、議会運営委員会が開かれ、本定例会の運営について協議が行われておりますので、その結果を議会運営委員会委員長、前田悦男議員よりご報告願います。前田悦男議員。

〔議会運営委員長　前田　悦男君　登壇〕

○議会運営委員長（前田　悦男君）　皆さん、おはようございます。議会運営委員会の報告をいたします。

　平成25年第３回奥多摩町議会定例会の運営について、去る９月３日、議会運営委員会を開催しましたので、その協議結果を報告します。

　初めに、本定例会の会期でありますが、本日から９月20日までの11日間とすることに決定しました。

　次に、会期中の諸日程でありますが、配付してあります会議予定表をごらんください。

　まず、本日10日の本会議でありますが、上程された議案は全28件であります。

　次に、９月11日は連合審査会を開会し、各常任委員会合同で、平成25年度補正予算７会計の審査及び採決を行います。

　なお、本定例会に対しての請願書及び陳情書の受付はないとのことでありますので、各常任委員会は開催されません。

　次に、一般質問でありますが、本会議２日目の９月13日に行います。通告者は９名で、通告順に行いますが、簡潔な質問、応答をされるよう、お願いいたします。

　次に、９月17日の本会議３日目でありますが、連合審査会に付託し、審査が行われた各会計の補正予算の採決を行います。また、同日の本会議終了後及び18日の２日間で、議長と議会選出監査委員を除く委員10名で構成する決算特別委員会を開会し、平成24年度の各会計の決算に関する審査を行い、18日に採決を行います。

　次に、９月20日の本会議４日目は、本定例会の最終日であり、決算特別委員会に付託し審査が行われた、平成24年度全８会計決算についての委員長報告及び採決を行います。

　次に、本日の審議内容について申し上げます。

　配付してあります議会運営委員会結果一覧表をごらんください。

　議案第59号　奥多摩町環境基本条例と、議案第60号　奥多摩町新型インフルエンザ等対策本部条例は、新設条例ですので、それぞれ単独上程の即決と決定しております。

　議案第61号　非常勤の特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例は、単独上程の即決と決定しております。
　次に、議案第62号　奥多摩町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例及び議案第63号　奥多摩町介護保険条例の一部を改正する条例の２議案につきましては、関連がありますので、一括上程の即決と決定しております。
　次に、議案第64号　奥多摩町スポーツ・コミュニティ施設条例の一部を改正する条例は、単独上程の即決と決定しております。
　次に、認定第１号から認定第８号までの８会計の決算認定議案については一括で上程され、会計管理者からの説明終了後に、報告第２号及び報告第３号として、平成24年度決算における健全化判断比率及び資金不足比率についての報告があります。
　次に、滝島代表監査委員による決算並びに健全化判断比率等の審査報告を行っていただきます。代表監査委員の審査報告終了後、認定第１号から認定第８号までについては、決算特別委員会に審査を付託することに決定しております。なお、暫時休憩をとり、正副委員長の互選も行われる予定となっております。
　次に、報告第４号として、奥多摩町教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況の点検及び評価についての報告があります。
　次に、議案第65号から議案第71号までの平成25年度の一般会計を始めとする特別会計の補正予算の７議案については、一括上程とし、連合審査会に審査を付託します。
　次に、議案第72号　奥多摩町教育委員会委員の任命に同意を求めることについては、単独上程の即決とし、採決については無記名投票と決定しております。
　次に、議案第73号　奥多摩処理区下水道管渠建設工事その28請負契約、議案第74号　鳩の巣荘建設工事請負契約については、それぞれ単独上程の即決と決定しております。なお、この２議案については、企画財政課長が概要説明を行い、その後、担当課長が補足説明を行います。
　次に、議案第75号　鳩の巣荘の指定管理者の指定については、単独上程の即決と決定しております。
　次に、会期中に議員提出議案の森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関する地方の財政確保のための意見書の１議案につきまして上程される予定でございます。この議員提出議案については、議会最終日に上程する予定でございます。
　以上が、上程別・採決別取り扱いを含めた議会運営委員会の協議結果であります。本定例会の運営が効率的かつ円滑に進行できますよう、議員各位並びに理事者のご協力をお願いし、議会運営委員会の委員長報告といたします。以上です。

○議長（清水　典子君）　議会運営委員会委員長の報告は以上のとおりであります。

　お諮りします。本定例会の会期は本日から９月20日までの11日間とし、議案の上程別及び採決別についても、あわせて委員長の報告のとおり決定したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、本定例会の会期は、本日から６月20日までの11日間とすることに決定しました。

　なお、本定例会の会議日程については、配付してあります会議予定表のとおり進めたいと思います。ご協力よろしくお願いします。

　また、本日の日程は、お手元に配付のとおりであります。

　次に、日程第４　議会関係諸報告でありますが、議会関係の諸報告及び監査委員の例月出納検査報告については、お手元に配付のとおりであります。

　次に、閉会中に、秋川流域斎場組合臨時会及び秋川衛生組合議会臨時会並びに西秋川衛生組合議会臨時会が開かれておりますので、その概要を、まず、秋川流域斎場組合議会議員、高橋邦男議員から報告を願います。高橋邦男議員。

〔３番　高橋　邦男君　登壇〕

○３番（高橋　邦男君）　おはようございます。平成25年第２回秋川流域斎場組合議会臨時議会の報告をいたします。

　去る８月８日、午前９時から、あきる野市役所第６委員会室で臨時議会が開かれ、町からは、町長、酒井議員と、私高橋と、宮田住民課長が出席しました。

　全議員出席のもと、日程第１、議席の指定では、あきる野市議構成員の変更により、１番から11番まで議長の指定により決定した後、12番、高橋と13番、酒井議員が指定されました。

　次の日程第２、会議録署名議員の指名は、13番、酒井議員と、１番、あきる野市議天野議員が指名され、日程第３、会期の決定では、本日１日限りと全議員により承認され、日程第４、諸般の報告では、橋本管理者から挨拶と議会開催のお礼、あきる野市議当選のお祝いと、当議会構成が変更したのでよろしくお願いするほか、４月から７月までの火葬件数が416件、斎場使用が109件と、施設の運営が順調に進んでいるとの報告の後、東京たま広域資源循環組合の土地の買収については現在協議中であり、話がまとまり次第議会に上程し、今後議会での審議をお願いすること、今後も安全・安心とサービスの向上を目指し、誠意を持って対応するとの挨拶がありました。

　次に、日程第５、秋川流域斎場組合監査委員の選任については、６月30日で任期満了の山根トミ江氏にかわり、後任にあきる野市議澤井敏和氏を選任することについての提案について管理者から説明の後、質疑及び討論もなく可決されました。

　以上で、平成25年第２回秋川流域斎場組合議会臨時会の報告を終わりにいたします。

○議長（清水　典子君）　以上で、秋川流域斎場組合議会臨時会の報告は終わりました。

　次に、秋川衛生組合議会議員、師岡伸公議員から報告を願います。師岡伸公議員。

〔７番　師岡　伸公君　登壇〕

○７番（師岡　伸公君）　それでは、平成25年第１回秋川衛生組合議会臨時会について、ご報告をいたします。

　去る８月８日、午前10時から、あきる野市役所第６委員会室で秋川衛生組合臨時議会が開かれ、町からは、町長、竹内議員、石田議員、私師岡と、宮田住民課長が出席いたしました。

　全議員出席のもと、議長が空席のため、副議長師岡が登壇し挨拶の後、議会開催定数を満たしていることにより議会を開催する報告をし、議事に入りました。

　日程第１、議席の指定では、あきる野市議構成員の変更により、１番合川議員から13番までの議席は、会議規則により副議長が指定をし、決定されました。
　日程第２、会議録署議員に、11番、山口和彦議員と12番、竹内和男議員の指名が行われ、日程第３では、会期は本日１日限りと決定されました。

　日程第４、諸般の報告では、臼井管理者より、８月を迎え毎日厳しい日が続いている中、活躍をされ、また忙しい中出席していただいたお礼の後、専決１件、議案１件の提案と、施設運営が18年経過しているが故障もなく推移しているほか、施設の再構築については検討している状況であるとの報告がありました。
　日程第５、議長の選挙では、過去の慣例により、檜原村から選出することとされていますので、檜原村高橋　亨議員を議長に推選し、全議員の了承により決定されました。その後、推選された新議長の挨拶がありました。
　次に、日程第６、専決第２号、専決処分した秋川衛生組合一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の報告及び承認については、６番、折田眞知子議員から、この改定での影響はあるのかとの質問に対し、事務局長から、現在、管理者１名であり、影響はないとの答弁の後、採決の結果、原案どおり可決されました。
　日程第７、議案第５号、秋川衛生組合監査委員の選任について、この６月30日をもって任期満了となった町田匡志氏にかわり、後任に、あきる野議合川哲夫氏を選任することについての提案について、管理者から説明の後、質疑及び討論もなく可決をされました。

　以上で、平成25年第１回秋川衛生組合議会臨時会の報告を終わります。

○議長（清水　典子君）　以上で、秋川衛生組合議会臨時会の報告は終わりました。
　次に、西秋川衛生組合議会議員、須崎　眞議員から報告を願います。須崎　眞議員。

〔９番　須崎　　眞君　登壇〕

○９番（須崎　　眞君）　それでは、平成25年第２回西秋川衛生組合議会臨時会の報告をいたします。

　去る８月８日、午前11時から、あきる野市役所第６委員会室にて開かれ、町からは、町長、前田・杉村議員と、私須崎と、宮田住民課長が出席しました。

　議長が空席となっておりますので、田村議長が登壇し、議会が開催されました。

　５番、たばたあずみ議員欠席以外、全員出席のもと、定数に対しているため、臨時会が開催され、日程第１、議席の指定では１番から14番まで、別紙議席表のとおりと決定しました。

　日程第２、会議録署名議員に、11番、山嵜源重議員と、12番、私須　崎眞が指名されました。

　日程３、会期は本日１日限りと決定されました。

　次の日程第４、諸般の報告では、平成25年第２回議会臨時会があきる野市役所で行われることに、日ごろ公私とも忙しい中、出席いただいたことのお礼と、本日、臨時会は専決１件、議案１件の審議をお願いすることのほか、日ごろのごみ分別や収集方法の検討、組合の運営にご理解をお願いする旨の報告がありました。

　次の日程第５、議長の選挙では、従前の例により、あきる野市から推選することの申し合わせになっているため、１番、清水　晃氏を議長として推選し、全議員の承認により議長が決定した。

　議長就任の挨拶の後、日程第６、専決第２号、専決処分した西秋川衛生組合一般職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の報告及び承認について、管理者から説明があり、質疑・討論もなく承認されました。

　日程第７、議案第９号、西秋川衛生組合監査委員の選任について、管理者から提案があり、５月１日をもって退任となった高橋　亨氏にかわり、檜原村村議会委員、山嵜源重氏を選任したいとの提案について、質疑なく承認されました。

　以上で、平成25年第１回西秋川衛生組合議会臨時会の報告を終わります。

○議長（清水　典子君）　以上で、議会関係諸報告は終わりました。

　次に、本定例会の開会に当たり、町長より挨拶があります。河村文夫町長。

〔町長　河村　文夫君　登壇〕

○町長（河村　文夫君）　おはようございます。平成25年第３回奥多摩町議会定例会の開会に当たり、一言ご挨拶を申し上げます。
　既にご通知を申し上げましたとおり、本日より、地方自治法及び奥多摩町条例に基づき、平成25年第３回奥多摩町議会定例会を招集させていただきました。
　初めに、去る９月７日、日本時間の８日、午前５時20分、2020年夏季オリンピック・パラリンピック競技大会の開催都市について、アルゼンチン・ブエノスアイレスで開催された、第125次国際オリンピック委員会（ＩＯＣ）の総会で、ＩＯＣ委員による決選投票が行われ、日本・東京が開催都市に決定いたしました。1964年、昭和39年以来、56年ぶり２回目となる東京オリンピックが開催されることとなったことは大変喜ばしく、全国民が感極まった、感動の瞬間を迎えたことではないでしょうか。

　今回、８月31日より、招致委員会会長である猪瀬直樹東京都知事が、国際オリンピック委員会総会に、１週間前から、アルゼンチン・ブエノスアイレスに入り、プレゼンテーションを行いました。最終演説に臨んだ安倍首相、閣僚、各界からの代表者、招致委員等、オールジャパンの総力で取り組み、日本・東京の魅力、大会ビジョン及びレガシー、コンパクトな会場配置で、都内31競技会場のうち28会場は、選手村を中心とする半径８キロメートル圏内に配置されていることなど、勝るという気持ちの入った熱意や情熱を持つ、誇りを持ったオリンピックムーブメント、そして何よりも全てにおいて、安全・安心などを各委員に強く印象づけ、開催決定に至ったものと思っております。
　また、９月７日土曜日には、第29回西多摩地区消防操法大会が、羽村市富士見公園グラウンドで行われ、小型動力ポンプの部５隊、自動車ポンプの部８隊が出場し、消防操法審査会が行われました。
　奥多摩町からは、第二分団が小型動力ポンプの部、自動車ポンプの部に出場し、両方の部で優勝し、優秀な成績をおさめられました。この結果、ダブル優勝は、第14回大会、昭和58年、青梅市消防団が優勝して以来のことであり、同一分団での優勝は初めての快挙であります。住民皆様の安全・安心を支える消防団の活躍に、心強く思うところでございます。消防団員の皆様には、長期間にわたる訓練、大変お疲れさまでございました。また、住民皆様の応援と、何より選手を支えていただいたご家族の皆様に感謝を申し上げたいと思います。
　次に、５月下旬から９月１日まで、全国における熱中症による救急搬送状況として、５万6,172人と速報されており、そのうち都内では4,385人で、奥多摩町管内では、町外からの観光客を含め、８名の方が熱中症による症状で搬送され、うち住民は２名の方が奥多摩病院に搬送されたとのことですが、幸い症状は軽度であったとのことでございます。
　熱中症は、気温が28度を超える暑い日や、湿度が高い日を中心に多く発生すると言われております。町では、平成23年度に各自治会の集会施設等へ空調設備を設置したことから、今年度、各自治会のご協力をいただき、夏季期間の７月から９月の間、各自治会集会施設を猛暑時の避難場所として開放しております。身近な地域の集会施設を開放することにより、地域の皆さんが気軽に利用できる快適な場所として、熱中症予防にご活用いただきました。
　次に、本年は多摩地域が神奈川県から当時の東京府に移管され120年目に当たり、スポーツ祭東京2013が開催される、多摩地域にとって節目の年であります。そこで、東京都と多摩地域の30市町村が連携して、産業・文化・スポーツ・グルメ・観光など、多摩地域の魅力を住民皆様が再発見し発信していく、多摩の魅力発信プロジェクトを展開している中で、８月24日、25日には、多摩フェスティバルが国営昭和記念公園・みどりの文化ゾーンにて開催され、多摩の全30市町村がブースを設置し、特産品や観光スポットなどの多摩の魅力をＰＲいたしました。多摩にゆかりのあるアニメを展示するコーナー、伝統芸能や文化・歴史を紹介する講座も行われ、当町からは、民俗芸能として、神庭の神楽が出演いたしました。このフェスティバルを、広報おくたま８月号、自治委員会等で参加を呼びかけましたところ、大勢の住民皆様も会場を訪れていただき、両日で２万7,000人の来場者があったと聞いております。
　また当町においても、多摩の魅力発信プロジェクト期間中の中で、10月26日、27日に行われる第28回奥多摩ふれあいまつりにおいて、都にご支援をいただき、各種団体の特色ある特産品、模擬店コーナーなど、さまざまなブースを用意するとともに、保育園、小中学校、各種団体による演技が披露されるとともに、農林産物品評会では住民皆様がつくった自慢の特産品を披露するなど、地域の特性を生かした魅力あるイベントを展開してまいりたいと考えております。
　また、この９月１日には関東大震災からちょうど90年目に当たり、町では大規模災害に備えて第37回奥多摩総合防災訓練を、奥多摩消防署、奥多摩町消防団、青梅警察署等関係機関と住民皆様が連携し、20自治会の地域で避難参集訓練、初期消火訓練、応急手当訓練等を実施いたしました。
　参加人員は、町災害対策部員20名、消防署職員31名、消防団員147名、警察署等関係機関の職員13名、地域の住民の方々1,426名、合計1,637名でありました。
　今年の総合防災訓練では、通常の訓練内容に加え、中長期的避難訓練として、丹三郎自治会、小丹自治会、棚沢自治会を対象に、各自治会の避難場所に集合後、改めて、古里小学校へ避難する訓練も実施いたしました。
　この日以外にも、９月２日には、日原地区で消防団員５名、地域住民30名が参加し、防災訓練が行われました。町全体としては、関係機関職員、地域住民等合わせて1,672名の参加を得て、有事の際の住民皆様の防災行動力と防災意識の高揚を確認いたしたところでございます。
　今年の訓練は、東日本大震災から２年半が経過し、大地震を想定し、町民全員が一体となり、地域防災力の向上を主目的とした訓練となりました。自然災害はいつ何時起きるのか、その範囲がどのくらいまで及ぶのか、全く予想することができません。大規模な災害が発生したときは、道路が寸断し、孤立することが予想されます。その場合、救助されるまでに１週間程度かかることもあろうかと思われますので、各家庭にでも非常食や飲料水を十分準備し、まずは自分自身でみずからの安全を確保し、そして地域で協力し合い、その上で補えないところは行政を通じて対応するという、自助・共助・公助の考え方に基づく住民皆様の協働が最も必要であり、また重要なことであります。
　町では、平成24度に大規模災害で孤立化地域が発生し、数日間にわたり町外からの救援が来ない状況を想定し、奥多摩町を６つの中長期的避難場所を地域ごとに指定し、氷川小学校、氷川中学校、古里小学校、古里中学校、旧日原小学、旧小河内小学校に大型防災倉庫を整備し、発電機、照明資機材、簡易トイレ及び簡易寝袋を配備するとともに、備蓄食糧として、現在、４万7,100食を各自治会の備蓄庫や小中学校などに保管しております。今年度は8,000食を新たに購入し更新してまいります。来年度以降も継続して防災訓練を行い、防災意識の周知徹底を図ってまいりたいと考えております。
　次に、今年は東京都で、第68回国民体育大会と第13回全国障害者スポーツ大会を１つの祭典として、スポーツ祭東京2013が行われます。東京で行われる国民体育大会は、本大会が昭和34年の第14回大会以来54年ぶり３回目、全国障害者スポーツ大会は初めての開催となります。会期は９月28日から10月24日までの間、多摩、島しょ地域を中心に、都内全域で開催されます。
　当町では、４市町村共同開催による自転車競技、ロード・レース大会が行われ、八王子市役所をスタートし、あきる野市、檜原村から奥多摩周遊道路を経て、奥多摩町の水と緑のふれあい館前をゴールとするコースで実施されます。成年男子の部は101.1キロメートル、少年男子の部は68.2キロメートルを走り抜けます。ゴール付近の水と緑のふれあい館前駐車場では大型スクリーンを設置し、競技の様子の中継いたします。迫力ある競技の様子を是非会場でごらんいただき、選手への応援をお願い申し上げます。
　なお、当日、奥多摩湖畔の一部の区間で交通規制も行われますが、ご理解をお願い申し上げるとともに、昨年のリハーサル大会を十分検証し、本大会が万全の体制で成功できるように、この大会を主催する実行委員会、関係機関、関係者等大勢の皆様にご協力いただき大会運営を行ってまいりますので、議員皆様を始め、住民皆様のご協力をお願い申し上げます。
　次に、ごみ処理事業につきましては、西秋川衛生組合組織市町村の同意及び地元自治会、あきる野市高尾地区、留原地区、網代地区の人々のご理解をいただき、平成23年10月３日に東京都知事の許可を得て、正式に西秋川衛生組合に加入させていただきました。
　今まで準備を進めてまいりましたが、本年第２回議会定例会において、奥多摩町廃棄物の処理及び再利用の促進に関する条例の改正案を提出し、平成26年１月から西秋川衛生組合へ一般廃棄物を搬入するため、排出方法及びごみ処理手数料について、月額制度から有料の指定袋制度へ移行する規定を整備し、可決をいただきました。
　今後は、平成26年１月から西秋川衛生組合へごみの試験搬入が予定されており、ごみ処理におけるごみの分別方法や収集方法の説明会を、まず初めに９月18日、決算特別委員会終了後、議場におきまして議員皆様にご説明をさせていただきたいと思っております。９月24日以降10月末日までの間、各地域を担当者が訪問し、説明会を開催する予定であります。この間で、事業所を対象とした説明会、また、地域での説明会に出席できない皆様を対象に、11月９日、10日の、土・日曜日に、福祉会館集会室、奥多摩文化会館視聴覚室を使用し、補足説明会を開催する予定でございます。
　これまでの準備期間では、家庭から排出されるごみの分別と資源化意識を推進するとともに、奨励金制度を活用した地域での資源回収により、回収量が大幅に増え、対前年度比で、13万4,090キログラムの増加、267％増となり、再資源化が促進されております。また、生ごみの減量化を推進するため、各家庭から排出される生ごみ類の自家処理用として、生ごみ処理容器（コンポスター）を住民皆様が購入した場合の購入費補助制度を実施しておりますが、平成24年度では５基の購入費補助実績でございましたが、広報誌等によるＰＲを行い、今年度は８月末で43基の申し込みが入っている状況でございます。
　今後も引き続きごみの資源化、減量化をより一層推進する必要があるとともに、来年４月からのごみの分別方法や収集方法について、大幅な変更を生じることとなりますので、議員皆様を始め、住民皆様に対しまして説明会を開催し周知を図ってまいりますので、ご理解とご協力を賜りたいと思います。
　さて、今議会に町長提案として提出する議案は、条例の制定議案２件、条例の一部改正議案４件、決算認定８件、報告案件３件、補正予算７件、教育委員会委員の任命の同意を求めることについての人事案件１件、契約案件２件、指定管理者の指定１件の計28件であります。ご提案いたします議案につきましては、議事日程に従い担当課長より提案説明を申し上げますが、私からその概要について申し上げます。
　議案第59号　奥多摩町環境基本条例の制定については、地方公共団体も国に準じて環境対策の施策を実施する責務を有するため、生活環境、自然環境、公害、景観の保全等環境対策に対応し、町、住民皆様、事業者、滞在者等の責務を定めるための規定を整備するものでございます。
　議案第60号　奥多摩町新型インフルエンザ対策本部条例は、新型インフルエンザ等対策特別措置法の規定に基づき、新型インフルエンザ等緊急事態宣言がされたときに、市町村が新型インフルエンザ等対策本部を設置する義務が生じるため、その対策本部の設置に関し必要な事項を定めるものでございます。
　議案第61号　非常勤の特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例は、奥多摩町公害対策審議会条例が廃止され、新たに奥多摩町環境基本条例が制定されることに伴い、委員の名称が変更になることから規定を整備するものであります。
　議案第62号　奥多摩町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例と、議案第63号　奥多摩町介護保険条例の一部を改正する条例は、地方税法の一部を改正する法律等の施行に伴い、延滞金の割合等について見直しが行われたため規定を整備するものでございます。
　議案第64号　奥多摩町スポーツ・コミュニティ施設条例の一部を改正する条例は、旧小河内小・中学校の利活用を図るため、規定の一部を改正するものでございます。
　次の認定第１号から認定第８号までにつきましては、平成24年度一般会計を始め、特別会計、企業会計、計８会計の歳入歳出決算の認定をいただく案件でございます。
　報告２号及び第３号の２件につきましては、地方公共団体の財政の健全化に関する法律の規定に基づき、平成24年度決算における奥多摩町健全化判断比率と奥多摩町資金不足比率について、算定基礎事項を記載した書類とともに、監査委員に審査をしていただきましたので、その意見を付して議会に報告するものでございます。
　報告第４号につきましては、地方教育行政の組織及び運営に関する法律の規定に基づき報告するものでございます。
　議案第65号から議案第71号までにつきましては、現在執行しております平成25年度奥多摩町一般会計及び特別会計の７会計の補正予算案でございます。
　議案第72号　奥多摩町教育委員会委員任命の同意を求めることについては、平成25年９月30日をもって任期満了となる教育委員会委員、三富隆行氏の後任として、改めて同氏を任命したいので議会の同意を求めるものでございます。
　また、議案第73号　奥多摩処理区下水道管渠建設工事その28請負契約について、議案第74号　鳩の巣荘建設工事請負契約についての２議案につきましては、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例の規定に基づき、その契約について議会の議決をいただくものでございます。
　議案第75号　鳩の巣荘の指定管理者の指定については、地方自治法の規定により、指定管理者を指定することについて、議会の議決をいただくものでございます。
　以上、町長提出案件の概要を申し上げましたが、ご審議の上ご決定をいただきますよう、よろしくお願いを申し上げます。
　終わりに当たりまして、参議院議員選挙の前哨戦として注目された東京都議会議員選挙は、６月23日に投開票が行われ、自民党が全42選挙区に擁立した59人全員の当選を果たし、都議会第１党の座につきました。また、自民党は準国政選挙と位置づけ、現職のみを公認した選挙で、第２党になった公明党と引き続き協力体制を敷き、都政運営を主導しております。また、第23回参議院選挙は、７月21日に投開票が行われ、自民党は単独で改選定数121の過半数を超え、非改選議席と合わせると、自民・公明両党では、参議院の過半数122を確保し、参議院議員選挙で与党が少数のねじれ国会が解消され、安倍首相は、安定した政権運営を行うための基盤を得て、経済の立て直しや消費税増税などについて議論を展開しております。
　国では、2014年（平成26年度）予算編成に向けた各省庁の概算要求が８月30日に出そろい、一般会計の要求総額は、これまでの最大の99兆2,000億円程度となる見込みで、安倍政権が成長戦略などによる経済再生・デフレ脱却を掲げているなどを追い風に、各省庁とも増額要求となっております。
　一方では、総務省では同日に、2014年度の地方財政収支試算を発表し、一般財源総額は前年度比1.4％増の60兆6,000億円で、実質的に前年度の地方財政計画と同水準とし、このうち地方自治体に配分する出口ベースの交付税総額は、1.8％減の16兆7,615億円と、交付税総額の確保をめぐる年末の予算編成では、財務省が見通しを求める歳出特別枠の扱いなどが最大の焦点となり、仮試算では来年４月に予定されている消費税は織り込んでいないことから、消費税をめぐる政府の集中点検会合は、８月31日に６日間の日程で行われた有識者計60人からの意見聴取を終え、法案どおりに来年４月から消費税を５％から８％に引き上げるべきだと主張する声が多くある一方、首相の経済ブレーン二人が、デフレ脱却に水を差すとして慎重論を論じているなど、賛否が分かれているところでございます。こういうことを受けながら、日銀の短観等が出る10月１日を目安に、安倍首相が消費税の引き上げの判断を行うというふうに報道されております。国の予算編成の動向を踏まえ、今後、いろんな問題に関しまして注視をしてまいる所存であります。
　また８月の経済報告でも、景気は着実に持ち直しており、自律的回復に向けた動きも見られるとし、先行きについて、輸出が持ち直し、各政策の効果が発現する中で、企業収益の改善が家計所得や投資の増加につながり、景気回復へ向かうことが期待されるとの基調判断が報告されております。こういう中にあって、オリンピックの決定等を含めて、いろんな部分で経済効果があるのではないかというふうに言われております。
　しかし、当町においては、自主財源である町税は、これからも年々減少していくことが予想されております。町の財政環境は、依然として厳しい状況であることには変わりはございません。そのため、今後もこれまでと同様に、国・都に依存する割合は依然として高い状況であり、歳入予算の６割以上が地方交付税を含め、国・東京都の出資金が占めていることは既にご案内のとおりであります。特に歳入の４割以上を占める東京都支出金の中でも、町の振興事業、財政状況、経営努力等を総合的に勘案して交付される市町村総合交付金をより多く確保することは、町の最重要課題である若者の定住化対策を始め、子ども子育ての支援、少子化・高齢化対策、観光産業の振興、教育環境の整備、住民の安全・安心の確保等をより積極的に行うため、必要不可欠であると私は考えております。
　私自身は、今後も財源確保のため、あらゆる機会を捉えて東京都に対して理解してもらえるよう努力していく所存でありますが、みずからも事務事業の見直し等の内部努力はもちろん、絶え間ない行政改革により、効率的かつ効果的な事務事業を執行する必要があるというふうに考えております。
　議員皆様方には、なお一層のご理解ご協力をお願い申し上げまして、第３回定例町議会の開会に当たってのご挨拶とさせていただきます。

○議長（清水　典子君）　以上で町長の挨拶は終わりました。

　お諮りします。会議の途中でありますが、ここで暫時休憩にしたいと思いますが、ご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、午前11時05分から再開といたします。

午前10時54分　休憩

午前11時05分　再開
○議長（清水　典子君）　休憩前に引き続き会議を開きます。

　これより議案審議に入ります。

　日程第６　議案第59号　奥多摩町環境基本条例を議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。住民課長。
〔住民課長　宮田　昭治君　登壇〕

○住民課長（宮田　昭治君）　議案第59号　奥多摩町環境基本条例について、ご説明を申し上げます。新設条例ですが、条例の内容について概要をご説明いたします。

　ページをおめくりください。第１条の目的として、この条例は、環境の保全及び創造について基本理念を定め、町、町民及び事業者並びに通勤、通学及び観光や旅行等で町内に滞在する者の責務を明らかにするとともに、環境の保全及び創造に関する施策の基本となる事項を定めることにより、これらの施策を総合的かつ計画的に推進し、もって現在及び将来の町民の健康で文化的及び衛生的、安全かつ良好な生活環境の確保に寄与することを目的としております。

　第２条の定義としましては、用語の意義を当該各号に定めております。環境への負荷について、公害環境保全上について、生活環境について、自然環境について、それぞれ、各４号にわたり提示するものでございます。

　第３条、基本理念では、１号から４号までで、町民が健全で良好な環境を確保し、次世代に継承し、人と自然が共存し、持続的な循環型社会構築を目指し、環境問題を町、町民、事業者、滞在者がみずからの問題と自覚し、積極的に取り組み、公平な役割分担の下で実施することとしています。

　第４条の町の責務では、環境保全等に関し、自然的・社会的条件に応じた基本的かつ総合的な施策を策定し実施する責務を有するとし、また、広域的な取り組みが必要とするものは、国及び地方公共団体との連携及び協力に努め、第５条の町民の責務では、日常生活に伴う環境負荷の低減及び自然環境の適正な保全に努め、町が実施する環境保全事業に協力するものとしています。

　第６条の事業者の責務では、その事業活動に伴って生ずる公害を防止し、または自然環境を適正に保全するよう努め、町が実施する環境保全及び創造に関する施策に協力するよう努めなければならないとし、第７条の滞在者の責務では、その滞在に伴う環境への負荷の低減に努めるとともに、町が実施する環境の保全及び創造に関する施策に協力するよう努めなければならないとしています。

　第８条、施策の基本方針では、基本理念にのっとり、環境の保全及び創造に関する施策を実施するに当たり、公害の防止及び生活環境保全、人と自然とが共生する自然環境の保全、良好な環境の保全並びに歴史的及び文化的遺産の保全、そのほか、環境への負荷の低減に関する事項、１号から４号に掲げる事項達成に努めるものとしています。

　第９条の環境基本計画では、町長は、環境の保全等の施策を総合的かつ計画的に推進するため奥多摩町環境基本計画を定めることとし、５項までの項目にわたり、環境保全の目標及び施策の策定からその施策を推進するため、町民や事業者からの意見を反映して計画書を作成し公表することとしています。

　第10条の規制等の処置では、町は公害の原因となる行為や自然環境の適正な保全に支障を及ぼす行為について、必要に応じ規制措置を講ずることとしています。

　第11条の監視等の体制整備では、町は町内に発生する環境問題に対処するため、必要な監視や測定、検査などのほか、奥多摩町環境保全員を配置し監視に当たります。

　第12条の町民等の意見の反映では、町は環境の保全等に関する施策を推進するため、町民、事業者等の意見を反映するように努めるものとします。

　第13条の環境審議会では、環境基本法第44条の規定に基づき、奥多摩町環境審議会を設置し、その審議会は町長の諮問に応じて、環境基本計画に関することのほか、環境の保全及び創造に関する重要な施策に関し、３号にわたり調査、審議することとしています。また、審議会の組織及び運営に関し必要な事項は規則で別に定めております。

　第14条は委任の内容となります。

　附則として、１項、この条例は平成25年10月１日から施行する。２項、奥多摩町公害対策審議会条例（昭和46年３月15日条例第９号）は廃止する。

　以上で、議案第59号　奥多摩町環境条例の提案説明を終わります。ご審議の上ご決定賜りますようお願い申し上げます。

○議長（清水　典子君）　以上で説明を終わりました。
　これより、ただいま上程の議案第59号の質疑を行います。

　質疑はありませんか。７番、師岡伸公議員。

○７番（師岡　伸公君）　質問というよりはお願いでございますが、先ほど町長からのご挨拶にもありましたように、７年後は東京にオリンピックが来ると。そういうふうな、東京都の中の奥多摩町、今以上にやはり自然環境を守って、アピールする部分も今後つくっていかなくてはいけないというふうに思います。
　用語の定義の中にもありますように、自然環境、自然の生態系をめぐる土地、大気、水及び動植物の生存基盤となる環境を言うという、この自然環境ですけども、是非とも審議会が開催されましたら、この辺についても重点的に審議していただいて、奥多摩をアピールしていただきたいというふうに思っております。

　以上です。
○議長（清水　典子君）　住民課長。
○住民課長（宮田　昭治君）　７番の師岡議員のただいまのご意見を審議会のほうに反映しまして、今後の奥多摩をより環境のいいところにしていきたいと考えております。よろしくお願いしたいと思います。
○議長（清水　典子君）　１番、石田芳英議員。

○１番（石田　芳英君）　１点ご質問なんですけども、第１条の目的のところに、対象として、町、町民、事業者並びに通勤、通学及び観光等で町内に滞在する者（滞在者）というふうに対象者を定めておりますけども、例えばこの滞在者という概念の中なんですけれども、町内の方と、あと滞在者が対象ですけれども、例えば町外の方でも一過的に来て、廃棄物を処理してすぐ帰ってしまう人とかも中にはいると思うんですけども、そういう方も一応対象とすべきではないかなと思うんですが、そういう方も含まれているかどうか、確認のご質問をさせていただきます。
○議長（清水　典子君）　住民課長。

○住民課長（宮田　昭治君）　１番、石田議員のご質問にお答えします。
　今のご質問としまして、例えば日帰りの観光客の方もいらっしゃると思います。この日帰りの観光客の関係につきましては、２行目の真ん中辺に書いてあります観光等というくくりの中に一応含まれるというような考え方で、一応考えております。

○議長（清水　典子君）　ほかに。８番、酒井正利議員。

○８番（酒井　正利君）　規制等の措置ということで、第10条に、必要に応じて規制等の措置を講ずるものとするということなんですけれども、この中に今、罰則は書かれていないのですけれども、罰則はどのようになるか伺いたいと思います。

○議長（清水　典子君）　住民課長。

○住民課長（宮田　昭治君）　８番、酒井議員の、10条の規制はどうかということで、罰則についてでございますけども、審議会のほうでいろいろな、例えばポイ捨て条例をつくるとか、そのようなことになりますと、その条例に基づいて、ポイ捨てをしたものに対する罰則というのは、その条例の中でまた整備されるというふうな考え方を持っておりますので、今後いろんなご意見の中で、奥多摩をどういうふうな形で、環境をこれから保っていかなければいけないというふうなことで、いろんなご意見をいただいた中で、そういうもろもろの対応についても議論していきまして、対応していきたいというふうに考えております。よろしくお願いしたいと思います。
○議長（清水　典子君）　ほかに。５番、杉村良一議員。

○５番（杉村　良一君）　審議会の組織及び運営に関しては規則で定めるとありますけれども、メンバーというのはどういう形で選定されるのかお伺いいたします。
○議長（清水　典子君）　住民課長。

○住民課長（宮田　昭治君）　５番、杉村議員の奥多摩町の環境審議会のメンバーということで、規則を定めるということでございますけども、この審議会は、一応12名ぐらいの範囲内で組織をしたいと考えております。内容としまして、町議会の議員さんを３名以内、それから識見を有する者が６名以内、それから企業を代表する者が３名以内、計12名以内ということで、これから人選をしたいというふうに考えております。以上です。

○議長（清水　典子君）　ほかに。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第59号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第59号について、討論を省略し採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第６　議案第59号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第59号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第７　議案第60号　奥多摩町新型インフルエンザ等対策本部条例を議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。総務課長。

〔総務課長　井上　永一君　登壇〕

○総務課長（井上　永一君）　議案第60号　奥多摩町新型インフルエンザ等対策本部条例につきまして、提案のご説明をいたします。
　提案理由でございますが、新型インフルエンザ等対策特別措置法の施行に伴い、町が新型インフルエンザ等対策本部を設置するため規定を整備する必要があるためでございます。
　１枚おめくりください。新型インフルエンザ対策の実施に関する計画や、発生時における措置、緊急事態時の措置を定めることにより、発生時における国民の生命及び健康を保護し、国民生活及び国民経済に及ぼす影響が最小となることを目的に、新型インフルエンザ等対策特別措置法が公布され、この法の規定に基づき、新型インフルエンザ等緊急事態宣言がされたときに、市町村が対策本部を設置することとし、その対策本部について必要な事項は市町村の条例で定めるとされたことから、条例を整備するものでございます。
　それでは、この条例の要旨をご説明させていただきます。
　第１条は、趣旨といたしまして、新型インフルエンザ等が発生したときは、みずからその区域に係る対策を的確かつ迅速に実施する等の責務を有するものとすることを規定するものでございます。
　第２条は、対策本部の組織について定めるもので、法の規定により、本部長には町長が当たることとされております。
　第３条は、所掌事務として、本部長等のそれぞれの職務内容を規定するものです。

　第４条は、本部長は、新型インフルエンザ等対策本部における情報交換及び連絡調整を円滑に行うため、必要に応じ新型インフルエンザ対策本部の会議を行うことを定めております。
　第５条は、本部長は、必要と認めたときは、新型インフルエンザ対策本部に部を置き、新型インフルエンザ対策に関する事務を掌理することと定めております。
　第６条は、この条例の施行に関する町長への委任について定めるものです。
　附則といたしまして、この条例は、公布の日から施行するというものでございます。

　以上で、議案第60号の提案説明を終わります。ご審議をいただきご決定賜りますようお願い申し上げます。

○議長（清水　典子君）　以上で説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第60号の質疑を行います。
（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第60号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第60号について、討論を省略し採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第７　議案第60号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第60号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第８　議案第61号　非常勤の特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例を議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。総務課長。
〔総務課長　井上　永一君　登壇〕

○総務課長（井上　永一君）　議案第61号　非常勤の特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例につきまして、提案のご説明を申し上げます。

　提案の理由でございますが、奥多摩町環境基本条例が制定されることに伴い、規定を整備する必要があるためでございます。

　内容でございますが、先ほどの議案第59号でご決定賜りました奥多摩町環境基本条例で、今までの公害対策審議会が廃止され、環境審議会が設置されることとなったことにより、名称の改正を行うものでございます。

　条例改め文もございますが、新旧対照表でご説明いたします。新旧対照表の１ページをごらんください。
　別表中、「公害対策審議会会長」を「環境審議会会長」に改めるものでございます。
　附則といたしまして、この条例は、平成25年10月１日から施行するものでございます。
　以上で、議案第61号の説明を終わらせていただきます。ご審議をいただきご決定賜りますようお願い申し上げます。

○議長（清水　典子君）　以上で説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第61号の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第61号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第61号について、討論を省略し採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第８　議案第61号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第61号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第９　議案第62号　奥多摩町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例、日程第10　議案第63号　奥多摩町介護保険条例の一部を改正する条例を一括して議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。福祉保健課長。
〔福祉保健課長　清水　信行君　登壇〕

○福祉保健課長（清水　信行君）　議案第62号　奥多摩町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例及び議案第63号　奥多摩町介護保険条例の一部を改正する条例につきまして、提案の理由及び改正内容についてご説明をいたします。
　提案の理由でございますが、いずれの条例も地方税法の一部を改正する法律の施行等の施行に伴い、規定を整備する必要があるため改正するものでございます。
　この地方税法の改正により、延滞金の割合について改正が行われましたが、最も関連が深い奥多摩町町税賦課徴収条例につきましては、他の改正条項の施行期日の関係により専決処分を行い、去る５月20日に開会された平成25年第１回臨時町議会において、既にご報告を申し上げているものでございます。
　今回、提案をいたしました２つの条例改正につきましては、いずれも、保険料を納期限後に納めた際に、納期限の翌日から起算して一定期間が経過した場合に保険料に加算して納める延滞金について、その割合を改めるものでございます。
　条例改め文もございますが、新旧対照表でご説明いたします。
　新旧対照表の２ページをお開き願います。後期高齢者医療に関する条例の一部改正でございますが、附則第４条の延滞金の割合の特例を改めるもので、これまで納期限後２カ月を経過したものに係る延滞金は、年14.6％と定められておりました。また、早期の納付を喚起するため、特例として納期限後１カ月までは半分の年7.3％と定められており、この特例については、平成12年からは改正前の規定のとおり、日本銀行が定める商業手形の基準割引率に年４％を加算した割合と、7.3％のいずれか低い割合とされており、現在では年4.3％となっております。今回、これらの割合について、現在の金利水準に合わせた割合として、納税環境を整備するため改正が行われ、本則である14.6％の割合も含めて、租税特別措置法の規定のとおり、過去３年間の短期貸出約定平均金利をベースに、毎年12月15日に財務大臣が告示する割合、現在は２％でございますが、これを特例基準割合として、これに納期限後１カ月以内については年１％の割合を加算した割合とし、２カ月目以降については年7.3％の割合を加算した割合に見直したものでございます。
　具体的に言いますと、現在納期限後１カ月までは年4.3％であったものを年3.0％に、２カ月目以降は、年14.6％であったものを年9.3％に引き下げるものです。

　また、議案第63号の介護保険条例の一部改正につきましても、内容は全く同様でございます。前後の条立ての関係で、附則第３条の改正となっているものですので、説明については省略をさせていただきたいと存じます。
　なお、施行期日につきましては、いずれの条例も平成26年１月１日から施行するもので、施行日前の規定につきましては現行の規定を適用するものでございます。
　以上で、議案第62号及び議案第63号の説明を終了いたします。ご審議の上ご決定賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

○議長（清水　典子君）　以上で説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第62号の質疑を行います。質疑はありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。
　以上で議案第62号の質疑を終結します。

　次に、議案第63号の質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。

　以上で議案第63号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第62号及び議案第63号について、討論を省略し採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第９　議案第62号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第62号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第10　議案第63号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第63号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第11　議案第64号　奥多摩町スポーツ・コミュニティ施設条例の一部を改正する条例を議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。教育課長。
〔教育課長　守屋　吉彦君　登壇〕

○教育課長（守屋　吉彦君）　議案第64号　奥多摩町スポーツ・コミュニティ施設条例の一部を改正する条例につきまして、提案のご説明を申し上げます。
　提案理由でございますが、旧小河内小・中学校の利活用を図るため、規定を整備する必要があるためでございます。
　旧小河内小・中学校の体育館及び校庭は、同校が平成16年３月に閉校となってから現在まで、スポーツ・コミュニティ施設として町内外の団体等に貸し出してきましたが、この旧小河内小学校の校舎、校庭及び旧小河内中学校の体育館を、森林林業の再生を目的とする事業者である、株式会社東京・森と市庭に貸し付け、林業体験、地域物産品販売、イベント活動等の事業を展開することで、施設の長期的な利活用を図るため、同施設を町のスポーツ・コミュニティ施設から削除するため条例を整備するものでございます。
　改正内容につきましては、改正文もございますが、新旧対照表でご説明いたします。
　新旧対照表４ページをごらんください。第２条の改正ですが、スポーツ・コミュニティ施設の名称及び位置から、旧小河内小・中学校の項を削除するものでございます。
　次に別表の改正ですが、施設の使用料を規定する別表から、旧小河内中学校体育館と、旧小河内小学校校庭の夜間照明及び施設使用料の規定をそれぞれ削除するものでございます。
　附則といたしまして、この条例は、公布の日から施行するものでございます。
　以上で、議案第64号の提案説明を終わります。ご審議をいただきご決定賜りますようお願いいたします。

○議長（清水　典子君）　以上で説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第64号の質疑を行います。
　１番、石田芳英議員。

○１番（石田　芳英君）　今、条例改正して、森林林業の会社に貸し付けるということでございますけども、もし、差し支えがない範囲で結構なんですけれども、その森林林業の貸付先がどのような会社か、わかる範囲で結構なのですけれども、教えていただければと思います。

○議長（清水　典子君）　企画財政課長。

○企画財政課長（若菜　伸一君）　それでは、１番、石田議員からご質問のございました事業の内容でございますけれども、普通財産を管理をいたします企画財政課のほうからお答えをさせていただきます。

　この会社でございますけれども、株式会社森と市庭と申します。「いちば」の「ば」の字は庭という字でございます。
　所在地は、東京都国分寺市光町二丁目１番地25号。

　奥多摩町に、今回、事業展開をするということで、まず奥多摩駅前の空家を活用して事務所の、今整備を進めているところでございます。

　資本金につきましては、現在のところ2,020万円。これは農林水産省出資のファンドでございますけれども、農林漁業成長産業化支援機構というところがございます。こちらが50％の出資、また地元の林業家の方が25％の出資、そして林業関係の事業を展開しております民間の会社が25％出資という形で構成をされてございます。

　この会社の設立でございますけれども、本年の４月24日に設立ということでございまして現在、従業員は５名ということでございます。

　この会社の事業の目的でございますけれども、奥多摩町の林業を６次産業化をしたいということでございまして、１次産業であります林業の加工、あるいはチップ生産から、３次産業でございますエンドユーザーへの商品の販売、また、マーケティングを事業化する取り組みを行うということと、地域と協働することによりまして、旧小河内小学校あるいは中学校の体育館、校庭を利用いたしまして、会社事業の核となります林業の再生、あるいは地域活性化を同時に実現を目指しているということでございます。
　今回、貸し出すポイントといたしましては、町の最大の地域の資源でございますけれども、森林、これを循環させるべく、地元産材による地域産業の活性化、これを基盤といたしまして、そのためのマーケティングに基づいた利活用を行うということでございます。
　特にその中で、旧小河内小・中学校の活用につきましては、交流施設として位置づけを行うという中で、林業体験、あるいは企業研修の受け入れ、またアウトドアのスクーリングの実施、あるいはカフェ、それとか地域の特産品の販売も考えられているということで、林業活動全般にわたる展開が期待をされております。
　このような内容でございますので、よろしくお願いをいたします。

○議長（清水　典子君）　ほかに質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第64号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第64号について、討論を省略し採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第11　議案第64号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第64号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第12　認定第１号　平成24年度奥多摩町一般会計歳入歳出決算の認定について、日程第13　認定第２号　平成24年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計歳入歳出決算の認定について、日程14　認定第３号　平成24年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計歳出決算の認定について、日程第15　認定第４号　平成24年度奥多摩町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第16　認定第５号　平成24年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第17　認定第６号　平成24年度奥多摩町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について、日程第18　認定第７号　平成24年度奥多摩町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第19　認定第８号　平成24年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計決算の認定について、以上８件を一括して議題とします。

　これより提案理由の説明を求めますが、日程第20　報告第２号　平成24年度決算における奥多摩町健全化判断比率の報告について、日程第21　報告第３号　平成24年度決算における奥多摩町資金不足比率の報告については、関連がありますので認定第８号の説明終了後続けて報告をお願いします。会計管理者。

〔会計管理者　清水　　明君　登壇〕

○会計管理者（清水　　明君）　認定第１号から認定第８号までの、平成24年度一般会計歳入歳出決算を始めとする特別会計・企業会計の決算につきまして、地方自治法並びに地方公営企業法の規定に基づき、議会の認定に付すべくその提案の説明を申し上げます。
　なお、本件につきましては、議会運営委員長からの報告がありましたとおり、決算特別委員会を設置し、審査を付託することになりましたので、一般会計、特別会計、企業会計の順に概要の説明を申し上げます。

　初めに、認定第１号　平成24年度奥多摩町一般会計歳入歳出決算の認定について説明申し上げます。

　決算書の１ページをお開き願います。

　まず、歳入でございますが、歳入の収入済額の総額は61億1,577万9,782円で、対前年度比103万7,466円、0.02％の減となりました。

　その主な要因は、団体の財政力に応じて配分される地方交付税の増額のほか、分担金及び負担金、寄付金、諸収入等が増額となっているものの、町税、国庫支出金、都支出金等の減額により、対前年度比が減額となりました。

　また、収入未済額につきましては、町税ほか2,051万4,258円で、対前年度比54万6,059円、2.7％の増となりました。

　なお、地方税法第18条により、122万4,160円の不納欠損処分を行いましたが、詳細につきましては、事務報告書の99ページをごらんいただきたいと思います。

　次に、２ページ、歳出でございますが、歳出の支出済額の総額は59億8,531万579円で、対前年度比195万5,962円、0.03％の増となりました。

　その主な要因は、商工費、土木費、公債費等が減額となっているものの、西秋川衛生組合負担金を含む衛生費、農林水産業費、国民体育大会事業費を含む教育費等が増額となりました。その結果、歳入歳出差引残高は１億3,046万9,203円となりました。そのうち2,290万8,000円が翌年度繰越額となり、繰り越す事業は、鳩の巣荘実施設計委託事業でございます。

　なお、平成24年度に執行した個々の事業につきましては、事務報告書に詳細が載っておりますので、後ほどをご参照いただきたいと思います。

　次に、130ページお開きください。

　「実質収支に関する調書」でございますが、歳入歳出差引額の１億3,046万9,000円から、翌年度へ繰り越すべき財源（２）繰越明許費繰越額の2,290万8,000円を差し引いた額、１億756万1,000円が実質収支額となりました。

　なお131ページ以降の「財産に関する調書」につきましては、ご参照いただきたいと思います。

　次に、認定第２号　平成24年奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計歳入歳出決算の認定について説明申し上げます。

　奥多摩都民の森は都民が自然に親しみ、林業の体験や野外レクリエーションを通して、森林・林業についての正しい理解を深めるとともに、地域の振興を図る目的で平成５年７月にオープンした東京都の施設であります。平成18年度より、指定管理者として運営を行っております。

　決算書の１ページをお開き願います。

　歳入の収入済額の総額は6,881万5,182円で、対前年度比285万4,623円、4.0％の減となりました。

　次に２ページをお開きください。

　歳出の支出済額の総額は6,784万1,728円で、対前年度比236万7,925円、3.4％の減となりました。

　次に、10ページの「実質収支に関する調書」をお開き願います。

　歳入歳出差引額から翌年度に繰り越すべき財源がありませんので、歳入歳出差引額の97万3,454円が実質収支額となりました。

　次に、認定第３号　平成24年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計歳入歳出決算の認定について説明を申し上げます。

　奥多摩町山のふるさと村は、都民に奥多摩の豊かな自然に親しんでいただくためのレクリエーションの拠点となると同時に、自然への理解を深め、貴重な自然の保護と回復を図って、都民一体となったふるさと意識を育てることを目的に、平成６年度に全面オープンした東京都の施設であります。平成18年度より指定管理者として運営を行っております。

　決算書の13ページをお開き願います。

　歳入の収入済額の総額は、１億6,508万2,581円で、対前年度比684万9,708円、4.3％の増となりました。

　次に、14ページをお開きください。

　歳出の支出済額の総額は１億6,323万195円で、対前年度比867万1,465円、5.6％の増となりました。

　次に、22ページの「実質収支に関する調書」をお開き願います。

　歳入歳出差引額から翌年度に繰り越すべき財源がありませんので、歳入歳出差引額の185万2,386円が実質収支額となりました。

　次に、認定第４号　平成24年度奥多摩町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について説明を申し上げます。

　国民健康保険事業は、平成20年度に後期高齢者医療制度が開始され、新制度への被保険者の大幅な移行がありましたが、本会計の運営は依然として厳しい状況にあるため、引き続き医療費の抑制に努めました。

　決算書の１ページをお開きください。

　歳入の収入済額の総額は８億8,482万1,387円で、対前年度比3,711万7,352円、4.0％の減となりました。収入未済額は1,066万7,300円で、対前年度比31万5,200円、3.0％の増となり、地方税法第18条による不納欠損額は26万5,200円で、対前年度比34万9,300円、56.8％の減となりました。

　次に、２ページ歳出でございますが、歳出の支出済額の総額は８億2,064万976円で、対前年度比3,204万4,618円、3.8％の減となりました。

　次に、25ページの「実質収支に関する調書」をお開き願います。

　歳入歳出差引額から翌年度へ繰り越すべき財源がありませんので、歳入歳出差引額の6,418万411円が実質収支額となりました。

　なお、「財産に関する調書」につきましては、26ページをご参照いただきたいと思います。

　次に、認定第５号　平成24年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について説明申し上げます。

　後期高齢者医療事業は、老人医療費が増大する中、現役世代と高齢者世代の負担を明確化し、公平でわかりやすい制度とするため、老人保健制度にかわる新しい制度として平成20年４月から施行され、制度の円滑な運営を図るため、平成23年度に引き続き低所得者に対する保険料の軽減が行われました。

　決算書の29ページをお開き願います。

　歳入の収入済額の総額は１億9,971万5,617円で、対前年度比1,039万2,756円、5.5％の増となりました。収入未済額につきましては58万7,100円で、対前年度比39万2,600円、201.9％の増となりました。

　次に、30ページ、歳出でございますが、歳出の支出済額の総額は１億9,163万8,764円で、対前年度比895万591円、4.9％の増となりました。

　次に、39ページの「実質収支に関する調書」をお開き願います。

　歳入歳出差引額から翌年度に繰り越すべき財源がありませんので、歳入歳出差引額807万6,853円が実質収支額となりました。

　次に、認定第６号　平成24年度奥多摩町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について説明申し上げます。

　介護保険事業は、平成24年度から平成26年度までの第５期事業計画において設定した保険料に基づく、事業運営期間の初年度となります。

　計算書41ページをお開き願います。

　歳入の収入済額の総額は７億9,541万2,862円で、対前年度比1,211万5,908円、1.5％の増となりました。収入未済額につきましては257万6,600円で、対前年度比60万5,800円、30.7％の増となりました。

　次に、42ページ歳出でございますが、歳出の支出済額の総額は７億7,608万5,945円で、対前年度比1,011万8,611円、1.3％の増となりました。

　次に、61ページの「実質収支に関する調書」をお開き願います。

　歳入歳出差引額から翌年度に繰り越すべき財源がありませんので、歳入歳出差引額1,932万6,917円が実質収支額となりました。

　なお、「財産に関する調書」につきましては、62ページをご参照いただきたいと思います。

　次に、認定第７号　平成24年度奥多摩町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について説明申し上げます。

　平成11年７月全面供用開始となりました小河内処理区の平成25年３月末現在での水洗化率は99.2％、奥多摩処理区につきましては、平成21年７月の一部供用開始に伴い水洗化率は67.2％、奥多摩町全体の普及率につきましては、40.5％となりました。

　また、市町村設置型合併処理浄化槽は、安寺沢・海沢地区の各１戸に整備をすることができました。

　決算書の１ページをお開きください。

　歳入の収入済額の総額は10億6,706万1,885円で、対前年度比１億3,230万520円、14.2％の増となりました。

　次に、２ページ、歳出でございますが、歳出の支出済額の総額は10億6,705万9,512円で、対前年度比１億3,229万9,838円、14.2％の増となりました。この増額の主な要因は、奥多摩処理区管渠建設工事の増によるものでございます。

　次に、14ページの実質収支に関する調書をお開き願います。

　歳入歳出差引額から翌年度に繰り越すべき財源がございませんので、歳入歳出差引額の2,373円が実質収支額となりました。

　次に、認定第８号　平成24年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計決算の認定について説明申し上げます。

　決算書の１ページ、２ページお開きください。

　収益的収入及び支出でございますが、収入決算額は４億6,196万2,073円、支出決算額は４億6,384万9,213円で、収支差引額188万7,140円が単年度収支として不足となりました。医療費用に対する医業収益の割合は62.3％で、前年度の61.1％と比較し、1.2％の増となりました。

　次に、３ページ、４ページの資本的収入及び支出でございますが、収入決算額は1,000万円。支出決算額は3,824万2,296円で、収支差引額は2,824万2,296円の不足となりました。この不足額につきましては、過年度損益勘定留保資金で補填をいたしました。この資本的支出は、給湯設備改修工事費などでございます。

　なお、業務内容等を詳細につきましては決算書の21ページ以降、また事務報告書に詳しく記載してございますので、ごらんいただきたいと思います。

　以上、認定第１号から認定第８号までの決算につきまして提案の説明をさせていただきましたが、決算認定の意義につきましては、申し上げるまでもございませんが、歳入歳出予算の執行結果を総合的に確認し、今後の予算編成や財政運営に生かしていくという大切な意義がございますので、慎重なご審議をいただきまして、ご認定を賜りますようお願いを申し上げまして、提案の説明とさせていただきます。

○議長（清水　典子君）　お諮りします。会議の途中でありますが、ここで暫時休憩にしたいと思いますがご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　異議なしと認めます。よって午後１時から再開といたします。

午前 ０時00分　休憩

午後 １時00分　再開

○議長（清水　典子君）　午前中に引き続き会議を開きます。企画財政課長。

〔企画財政課長　若菜　伸一君　登壇〕

○企画財政課長（若菜　伸一君）　それでは、報告第２号及び報告第３号のご説明をさせていただきます。

　初めに、報告第２号　平成24年度決算における奥多摩町健全化判断比率の報告についてをご説明させていただきます。

　本件は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定に基づきご報告するものでございます。

　それでは、平成24年度決算における奥多摩町健全化判断比率報告書をごらんください。

　表の左から実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率という内容となっております。これは財務指標四表と呼ばれるもので、地方公共団体の財政の健全度を示す判断基準になるものでございます。

　また、それぞれの表の上段に記載されております横棒のバー（――）という記号と数字につきましては、平成24年度の決算後における当町の数値であります。

　また、それぞれの表の下段に括弧で記載されている数値は、早期健全化基準と言われ、実質赤字比率は25％、連結実質赤字比率は20％、実質公債費比率は25％、将来負担比率は350％が基準とされ、４つの比率のうち１つでもこの基準を超えた場合には、直ちに早期健全化計画を策定し、議会の議決を求めなければならないとされております。

　それでは、内容につきまして順にご説明をさせていただきます。

　初めに、実質赤字比率とは、一般会計等におけます決算が黒字であったのか、あるいは赤字であったのかを示すもので、当町の場合は、一般会計及び一般会計に属する特別会計の都民の森特別会計、山のふるさと村特別会計における実質赤字額を標準財政規模で除した数値であらわします。

　なお、標準財政規模とは、町税や地方交付税など使途が特定されず自由に使える財源の総額を言います。当町における平成24年度の標準財政規模は25億2,802万円となっております。

　また、実質赤字比率につきましては、表に横棒のバーという記載になっておりますが、これは一般会計を含む３会計の決算が黒字であることを示すものでございます。

　内容につきましては、一般会計を含む３会計で１億1,338万円を繰り越しておりますので、規則に基づき計算をいたしますと、当町の実質赤字比率はマイナス4.36％になります。したがいまして、この表の上ではプラスの数字が赤字比率として記載されますことから、黒字は規則により横棒のバーという記載になります。

　次に、連結実質赤字比率につきましてご説明をさせていただきます。

　連結実質赤字比率は、当町における全ての会計の決算状況が赤字であったか、黒字であったかを示すもので、一般会計、特別会計、公営企業会計を含め全８会計が対象となります。

　内容につきましては、一般会計を含む３会計の繰越金が１億1,038万7,000円、特別会計では国民健康保険特別会計など３会計の繰越金が9,158万4,000円、公営企業会計では病院事業会計及び下水道事業会計の剰余金が１億5,642万4,000円で、合計いたしますと３億5,839万5,000円の黒字となっており、連結実質赤字額を標準財政規模で除した数値につきましては、マイナス14.17％となり、黒字の決算となっております。よってこの表の上では、実質赤字比率と同様にプラスの数字が赤字比率として記載されますことから、黒字は規則により横棒のバーという記載になります。

　次に、実質公債費比率についてご説明させていただきます。

　実質公債費比率は、一般会計における公債費と公営企業会計等の公債費の償還に充てられた一般会計からの繰出金との合計額などを標準財政規模で除した数値であらわします。

　平成24年度決算における当町の実質公債費比率につきましては、表の上段に記載しておりますとおり8.2％になります。実質公債費比率につきましては、当該年度を含め過去３カ年の単年度実質公債費比率の平均値であらわしますので、過去３カ年の平均が8.2％ということであります。実質公債費比率につきましては、表の下段に括弧して25％とありますが、この数値を超えた場合には財政健全化計画を策定しなければなりません。

　また、実質公債費比率が18％を超えた場合は、地方債を発行する際に協議制から許可制となりますが、当町の平成24年度決算における公債費比率は8.2％でございますので、起債を発行する際には東京都との協議となります。

　次に、将来負担比率についてご説明させていただきます。

　将来負担比率とは、一般会計及び公営企業会計における地方債の残高や職員の退職手当など、現時点において将来的に支払いが見込まれる額から基金などこれに充当可能な額を差し引いた総額を分子に、標準財政規模から地方交付税に算入される公債費充当額を差し引いた総額を分母にして算出した数値のことをいいます。

　この指標は、町に１年間に入る収入額と蓄えてある基金等の額が、将来支払っていかなければいけない公債費等に対して、現在、どのようなバランス状態にあるかを判断するものであります。

　平成24年度決算における将来負担比率につきましては、表にございますように18.2％となっております。将来負担比率につきましては、表の下段に括弧して350％が早期健全化基準となっておりますので大きく下回り、健全な状況となっております。

　以上で報告第２号のご説明を終わらせていただきます。

　次に、報告第３号　平成24年度決算における奥多摩町資金不足比率の報告についてをご説明させていただきます。

　本件は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第22条第１項の規定に基づきご報告するものでございます。

　それでは、平成24年度決算における奥多摩町資金不足比率報告書をごらんください。

　この表は、病院事業会計、下水道事業特別会計の順に記載してございますが、資金不足比率につきましては、公営企業会計における資金が不足しているのか、足りているのかを判断する指標であります。

　また、先ほど説明をさせていただきました財務指標四表と同じく上段に記載してあるものが平成24年度決算における数値で、それぞれ下段に括弧して20.0％と表記してあるものが早期健全化基準ということで、この基準を超えた場合には経営健全化計画を策定し、議会の議決を受けなければならないと定められております。

　資金不足比率の内容につきましては、それぞれの会計における流動資産から流動負債を差し引いた額がマイナスになりますと資金不足ということで、計算式により比率計算を行った上で表の上段に数値を記載いたしますが、プラスの場合は資金が足りているということで比率の表示は行われず、横棒のバーを記載することになっております。

　当町における公営企業等２会計の平成24年度決算における流動資産から流動負債を差し引いた額につきましては、病院事業会計がプラス１億5,642万2,000円、下水道事業特別会計がプラス2,000円と、いずれの会計も資金不足状況にはなく、よって、各表の上段には横棒のバーという記載がされております。

　以上で、報告第２号及び報告第３号のご説明を終わります。

○議長（清水　典子君）　以上で、説明及び報告は終わりましたが、平成24年度の各会計決算並びに平成24年度分の健全化判断比率、資金不足比率については、それぞれ監査委員の審査に付され、お手元にその審査意見書の写しが既に配付されております。こちらに滝島代表監査委員にご出席をいただいておりますので、審査の経過及び結果についてご報告いただきたいと思います。滝島代表監査委員、よろしくお願いします。

〔代表監査委員　滝島　勇一君　登壇〕

○代表監査委員（滝島　勇一君）　皆さん、こんにちは。

　ただいま決算審査報告並びに財政の健全化に関する審査報告のご指名をいただきました代表監査委員の滝島勇一でございます。お時間をいただきましてご報告申し上げたいと思います。

　まず、決算審査の結果につきご報告申し上げます。

　このたび地方自治法の規定により審査の対象となりましたのは、平成24年度の奥多摩町における次の会計の歳入歳出決算で、一般会計、都民の森管理運営事業特別会計、山のふるさと村管理運営事業特別会計、国民健康保険特別会計、後期高齢者医療特別会計、介護保険特別会計、下水道事業特別会計の７決算でございます。

　また、地方公営企業法の規定により、審査の対象となりましたのは、同じく平成24年度の奥多摩町国民健康保険病院事業会計決算でございます。

　審査の実施日は、平成25年７月25日、31日、８月１日、２日の４日間で、審査実施者は、原島幸次監査委員と私、滝島でございます。

　審査手順につきましては、報告書に記載のとおりでございますが、要するに、平成24年度の全ての事務事業について決算審査を行い、各課長及び係長から所管事務事業のうち主たる事業の必要性、有効性につき意見聴取を行い、あわせて職員の担当者意識についてもヒアリングを行いました。

　次に、審査結果ですが、平成24年度の奥多摩町の全８会計の決算書類は、関係法令に準拠して作成されており、関係帳簿及び会計伝票並びに証票類とも照合の結果、決算の計数に誤りはなく、預金残高とも符合し、基金の運用状況及び予算の執行も適正かつ正確であり、歳入歳出とも妥当であったことを認めます。

　次に、審査の概要ですが、お手元の意見書２ページの（１）一般会計より、７ページの（９）基金の状況までに、それぞれの会計における状況と内容について記載してございますので、恐れ入りますが詳しい説明は割愛させていただきます。

　また、個々の会計への審査意見につきましても、８ページから９ページに記載してありますので、ご参照をいただくこととし、総括的なことを申し上げ、審査意見の報告とさせていただきます。

　お手元の審査意見書10ページに、総括・結びとして記載してありますので、ご参照いただきたいと思います。

　まず、１年足らずのアベノミクスの評価は時期尚早でありましょうが、短期間の間にデフレという長い暗いトンネルの闇の先に一寸の光を感じさせた功績は称賛に値します。しかし、アメリカの国力の衰えにより、我が国は軍事、外交、経済、全てにおいてみずからの利益をみずから守らなければならない厳しい自己責任の時代を迎えました。後戻りできない国際化とともに、この先に待ち受ける困難さは想像を絶するものがあります。町においても同様でしょう。外面的・経済的豊かさを求める外向きの時代が終わり、自分の命や家族の健康を重視する内向きの豊かさを求める時代となった今、町は今後どうあるべきかという指針を町民に示し、将来に可能性を感じさせる必要があります。

　まずは、衣食足りても忘れてしまった礼節を取り戻し、独立自尊の決意を町及び町民一人一人が自覚することであります。町は、国や都を頼らず、町民は町への甘えを捨てる。一朝一夕にできることではありませんが、慎重に、しかし、着実に決意し、実行していかなければ町の将来はありません。すなわち、行政・町民一丸となって一人立つの精神を鍛え直す必要があります。そして、町のよさを見直し、誇りを取り戻しましょう。町にも誇るべき人はあまたいらっしゃいます。

　先日、産経新聞主催の都民の警察官選考委員会が５人の受賞者を選びました。その１人に、古里駐在所の山内一豊警部補が選ばれました。26年間にわたる地域の安全を守ろうという使命感と市民に愛される温かい人柄がその選考理由です。町としても、山内さんの受賞を大いに誇りとし、町民とともに喜び・感謝をするべきであります。

　また、学校の授業でも取り上げ、子どもの心に地元に対する誇りを育むべきであります。行政は今こそ、みずから率先して、元気に町民を指導かつ啓蒙しなくてはなりません。
　奥多摩町は地勢上、袋小路の奥にあるため刺激に乏しく、閉鎖的になりやすいと言えます。奥多摩に住み人は、奥多摩が好きじゃないのだよという声が聞こえてきます。残念至極であります。

　町の雰囲気を明るくするために、役場が率先して声を出しましょう。みずからの職務の本分を再確認し、初心を取り戻すために、全員で毎朝、町民憲章を唱和しましょう。役付以下、職員全員の奮起・奮励を期待します。

　最後に、かつて山で栄えた町の歴史に鑑みても、山で誇りを取り戻す以外に選択肢はありません。伊勢神宮の宮域林のような世に誇れる美林をつくり出し、それを慈しみ、手入れする住民がいる町を人は尋ねてみたいと思うのではないでしょうか。100年先を思い、困難を承知で王道を行く覚悟こそが、今求められているものだと思われます。

　次に、先ほど報告がなされましたが、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定により審査に付されました、平成24年度分の奥多摩町の健全化判断比率算定書類及び資金不足比率算定書類に関する審査の結果につき、ご報告申し上げます。

　審査日は、平成25年８月22日、審査実施者は原島委員と私でございます。

　審査手順につきましては、報告書に記載のとおりでございます。

　また、審査結果につきましては、算定基礎事項を記載した書類と総括表とを照合の結果、計数等は全て正しく、適正に書類が作成されていたものと認めます。

　なお、実質公債費比率は、負担適正化計画のもとでの取り組みの結果、本年度は３カ年平均数値、単年度数値ともに10％を下回ることができましたが、今後も継続して負担適正化に努める必要があります。

　また、将来負担比率も地方債の減額、充当可能基金の増加等により、対前年比47％弱の下落を見ましたが、下水道事業の将来負担を考えると、引き続き堅実な財政運営がなされる必要があると思います。

　以上をもちまして、平成24年度の決算審査並びに平成24年度分財政の健全化に関する審査結果につきましての議会報告とさせていただきます。

　お時間をいただきましてまことにありがとうございました。

○議長（清水　典子君）　以上で、滝島代表監査委員の報告は終わりました。滝島委員、大変ご苦労さまでした。あわせて議会選出の原島監査委員につきましてもご苦労さまでした。

　お諮りします。ただいま上程の認定第１号から認定８号までについては、議長及び議会選出監査委員である原島議員を除く委員10名で構成する決算特別委員会を設置し、これに付託し審査することにしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。

　よって、本件につきましては、決算特別委員会を設置し、これに付託し、審査することに決定しました。

　ここで決算特別委員会委員長の互選のため、暫時休憩とします。休憩中に決算特別委員会の正副委員長の選出を行い、ご報告を願います。

午後１時21分　休憩

午後１時26分　再開

○議長（清水　典子君）　休憩前に引き続き会議を開きます。

　休憩中に正副委員長の選出が行われましたので、その結果を事務局長より報告をさせます。事務局長。

○議会事務局長（原島　肇君）　休憩中に、決算特別委員会の正副委員長の選出が行われましたので、その結果を報告いたします。

　決算特別委員長に７番師岡伸公議員、同副委員長に３番高橋邦男議員、以上のとおり選出されました。報告を終わります。

○議長（清水　典子君）　決算特別委員会委員長に７番師岡伸公議員、副委員長は３番高橋邦男議員に決定しました。会期中に審査が終了するようお願いします。

　次に、日程第22　報告第４号　奥多摩町教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況の点検及び評価（平成24年度分）の報告についての報告をお願いします。教育課長。

〔教育課長　守屋　吉彦　登壇〕

○教育課長（守屋　吉彦君）　報告第４号　奥多摩町教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況の点検及び評価（平成24年度分）の報告についてご説明をさせていただきます。

　この報告は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第27条第１項の規定により、奥多摩町教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況の点検及び評価を報告するものでございます。

　報告書の１ページをお開きください。

　第１の点検及び評価の実施について、第２の点検及び評価の実施方針について、につきましては、この報告書を作成するに至った経緯、点検及び評価についての目的や実施方法につきまして記載しております。

　３ページを開きください。第３といたしまして、平成24年度におきます教育委員会の活動状況についての報告でございます。３ページ、４ページは、毎月開催しております教育委員会定例会及び臨時会の会議内容を、５ページ、６ページにつきましては、学校行事、外部への視察等の活動内容につきまして掲載しております。

　７ページをお開きください。第４といたしまして、教育委員会が平成24年度に取り組みました教育行政の基本となる教育目標、及びこの目標を達成するための５つの基本方針を掲載しております。

　８ページをお開きください。第５といたしまして、第４で掲げました５つの基本方針に基づき取り組みました教育施策としての23の重点項目を、それぞれの基本方針ごとに掲載しております。

　11ページをお開きください。11ページから29ページまでは、町教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況の点検及び評価となります。第５で定めました23の重点項目ごとに各分野で取り組みました具体的な事務事業について点検し、自己評価しております。評価につきましては、それぞれの施策、事務事業ごとに、点検結果といたしまして、２ページの別表にございますように、二重丸（◎）が事務事業の取り組みが順調に行われているという記号、以下、丸（○）はおおむね順調である、三角（△）はやや順調でない、バツ（×）は順調でないという評価でございます。その点検結果の右側に、それぞれの事務事業についての取り組み概要等を記載しております。

　11ページにお戻りください。この表では基本方針１の重点項目１につきまして評価をしております。

　まず、道徳授業地区公開講座につきましては、点検結果といたしまして、順調に実施している。その下の２つの事業は、おおむね順調である。下段から２つ目の特色ある学習への補助につきましては、順調に実施している。その次の環境教育の推進につきましては、おおむね順調に実施しているという自己の点検結果であるということでございます。それ以降29ページまで、それぞれの基本方針で定める重点項目につきまして、その項目に沿って実施した事業につきまして、同様に評価をしておりますので、後ほどごらんいただければと思います。

　なお、今回の点検・評価につきましては、平成24年度に実施した事業について、平成24年度末の状況で評価をしておりますので、今日現在の状況と相違しているものもあろうかと思いますが、ご理解をお願いいたします。

　30ページをごらんください。教育委員会は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第27条第２項の規定により、毎年その権限に属する事務の執行状況につきまして、みずから点検及び評価を行い、これを教育に関し、学識経験を有する方の意見を聞くことが義務づけられており、その意見聴取の結果でございます。

　今回は点検評価委員といたしまして、元教育長の大舘　眞氏、主任児童委員でＰＴＡ会長の経験もございます河村貴子氏のお二人にお願いをいたしました。意見聴取をしている中で、教育委員会の事務事業の執行につきまして、さまざまなご意見を頂戴いたしました。

　以上、平成24年度分の教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況の点検及び評価の概要につきまして、ご報告いたしました。

　教育委員会では、この報告書を図書館等の施設で公表し、住民皆様からも広くご意見をいただき、点検評価委員から頂戴したご意見とともに、これからの教育行政の適正な事務の管理と執行に生かしていきたいと考えております。

　以上で、報告第４号　奥多摩町教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況の点検及び評価（平成24年度分）の報告についての説明とさせていただきます。

○議長（清水　典子君）　以上で報告は終わりました。

　次に、日程第23　議案第65号　平成25年度奥多摩町一般会計補正予算（第１号）、日程第24　議案第66号　平成25年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計補正予算（第１号）、日程第25　議案第67号　平成25年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計補正予算（第１号）、日程第26　議案第68号　平成25年度奥多摩町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）、日程第27　議案第69号　平成25年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）、日程第28　議案第70号　平成25年度奥多摩町介護保険特別会計補正予算（第１号）、日程第29　議案第71号　平成25年度奥多摩町下水道事業特別会計補正予算（第１号）、以上７件を一括して議題とします。

　これより、提案理由の説明を求めます。副町長。

〔副町長　加藤　一美君　登壇〕

○副町長（加藤　一美君）　それでは、議案第65号から議案第71号までの平成25年度奥多摩町一般会計を始めとする各会計の補正予算について、提案のご説明を申し上げます。

　初めに、議案第65号　平成25年度奥多摩町一般会計補正予算（第１号）についてご説明申し上げます。

　歳入歳出予算の補正でございますが、第１条、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億3,741万8,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ60億7,741万8,000円とするものでございます。

　２として、既定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表　歳入歳出予算補正」によるもの、第２条、既定の町債の変更については「第２表　町債補正」によるものでございます。

　それでは、１ページをごらんください。歳入でございます。

　地方特例交付金は交付決定により10万5,000円を減額し、地方特例交付金の計を46万5,000円に、地方交付税は、普通交付税の確定により２億3,555万8,000円を追加し、地方交付税の計を15億5,555万8,000円に、国庫支出金は１万6,000円を追加し、国庫支出金の計を１億1,155万8,000円に、都支出金のうち都負担金は79万5,000円を追加、都補助金は市町村土木費補助金等の確定により399万8,000円を減額、都委託金は109万9,000円を追加し、都支出金の計を24億3,066万円に、財産収入のうち財産運用収入は、寄附物件に伴い173万1,000円を追加し、財産収入の計を4,112万1,000円に、繰入金のうち特別会計繰入金は、額の確定により1,024万円を追加、基金繰入金は、当初予算で財源不足から基金を取り崩しておりましたが、普通交付税の増額交付により基金に戻し入れをすることに伴い１億9,400万円を減額し、繰入金の計を１億7,714万2,000円に、繰越金は、額の確定に伴い7,756万1,000円を追加し、繰越金の計を１億756万1,000円に、諸収入のうち雑人は549万9,000円を追加し、諸収入の計を３億9,657万3,000円に、町債は、臨時財政対策債の額の確定により302万2,000円を追加し、町債の計を１億7,502万2,000円とするもので、歳入の合計額を60億7,741万8,000円とするものでございます。

　２ページ、歳出でございます。

　議会費は、議員共済組合負担金確定に伴い170万2,000円を減額し、議会費の計を9,603万4,000円に、総務費のうち総務管理費は、財政調整基金積立、白丸生活館の補正などに伴い8,814万9,000円を追加、徴税費は、人事異動に伴う職員人件費、不動産鑑定評価業務委託などで1,001万8,000円を追加、戸籍住民基本台帳費は、人事異動に伴う職員人件費の減に伴い538万2,000円を減額、選挙費は、70万円を追加し、総務費の計を８億1,898万5,000円に、民生費のうち社会福祉費は、人事異動に伴う職員人件費の減が主なもので、997万4,000円を減額、児童福祉費、国民年金費も同様の理由により39万5,000円及び82万9,000円を減額し、民生費の計を10億7,413万4,000円に、衛生費のうち保健衛生費は、人事異動に伴う職員人件費などで366万9,000円を追加、清掃費は、パッカー車の購入、委託料の増額等により618万円を追加、衛生費の計を６億1,436万円に、農林水産業費のうち農業費は、人事異動に伴う職員人件費の減などにより168万6,000円の減額、林業費は、林道維持管理費、工事費などの増により325万2,000円を追加、水産業費は３万円を追加するもので、農林水産業費の計を７億982万2,000円に、商工費のうち商工費は、若者定住応援補助金320万円の追加、観光費は、観光施設の整備等で440万2,000円を追加し、商工費の計を６億8,964万5,000円に、土木費のうち土木管理費は、地籍調査委託費の増をなどにより68万6,000円を追加、道路橋梁費は、道路維持費、道路改良費などで752万2,000円を追加、河川費は100万円を追加し、住宅費は町営住宅の修繕、空家活用調査費などで454万5,000円を追加。

　３ページをごらんください。下水道費は、下水道会計繰出金の減に伴い203万8,000円を減額し、土木費の計を８億1,424万4,000円に、消防費は92万1,000円を追加し、消防費の計を２億3,484万3,000円に、教育費のうち教育総務費は８万2,000円の減額、小学校費は工事請負費等の増で564万2,000円を追加、中学校費は９万5,000円を追加、給食費は、人事異動に伴う職員人件費の増により749万5,000円を追加、社会教育費は48万3,000円を減額、保健体育費は、総合運動場の光熱水費及び工事請負費等の増に伴い258万3,000円を追加し、教育費の計を７億997万9,000円に、災害復旧費のうち農林水産施設災害復旧費は、７月中旬の集中豪雨で被害のあった西川線林道災害復旧工事に伴い1,000万円を追加し、災害復旧費の計を1,045万円に、公債費は、長期債の利率の変動に伴い29万5,000円を減額し、公債費の計を２億9,229万1,000円に、予備費は、予算調整により19万6,000円を追加し、予備費の計を1,192万7,000円とするもので、歳出の合計額を歳入と同額の60億7,741万8,000円とするものでございます。

　次に、４ページ、町債の補正でございますが、額の確定に伴い臨時財政対策債を302万2,000円追加し、合計で１億7,502万2,000円とするものでございます。

　以上で、議案第65号の説明を終わります。

　次に、議案第66号　平成25年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計補正予算（第１号）についてご説明申し上げます。

　歳入歳出予算の補正でございますが、第１条、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ97万2,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ6,997万2,000円とするものでございます。

　２として、既定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正によるものでございます。

　１、２ページをお開きください。

　歳入は、繰越金の確定により97万2,000円を追加し、繰越金の計を97万3,000円に、歳入の合計額を6,997万2,000円とするものでございます。

　２ページの歳出では、総務費のうち利用管理費を97万2,000円追加し、総務費の計を6,996万6,000円に、歳出の合計額を歳入と同額の6,997万2,000円とするものでございます。

　以上で、議案第66号の説明を終わります。

　次に、議案第67号　平成25年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計補正予算（第１号）についてご説明申し上げます。

　歳入歳出予算の補正でございますが、第１条、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ185万1,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億6,285万1,000円とするものでございます。

　２としまして、既定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は「第１表　歳入歳出予算補正」によるものでございます。

　１、２ページをお開きください。

　歳入は、繰越額の確定により185万1,000円を追加し、繰越金の計を185万2,000円に、歳入の合計額を１億6,285万1,000円とするものです。

　２ページの歳出では、総務費のうち利用管理費を99万5,000円追加し、総務費の計を１億6,189万6,000円に、予備費は85万6,000円を追加し、予備費の計を95万5,000円に、歳出の合計額を歳入と同額の１億6,285万1,000円とするものでございます。

　以上で、議案第67号の説明を終わります。

　次に、議案第68号　平成25年度奥多摩町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）についてご説明申し上げます。

　歳入歳出予算の補正でございますが、第１条、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ5,629万4,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ８億8,729万4,000円とするものでございます。

　２としまして、既定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は「第１表　歳入歳出予算補正」よるものでございます。

　１ページをお開きください。歳入でございます。
　いずれも額の確定に伴うもので、国庫支出金のうち国庫負担金は７万5,000円を追加し、国庫支出金の計を１億8,137万7,000円に、療養給付費交付金は196万3,000円を追加し、療養給付費の計を4,290万7,000円に。都支出金のうち都負担金は７万6,000円を追加し、都支出金の計を5,997万6,000円に、繰越金は5,418万円を追加し、繰越金の計を6,418万1,000円に、歳入の合計額を８億8,729万4,000円とするものでございます。

　次に、２ページ、歳出でございます。

　総務費のうち総務管理費は４万円を追加し、総務費の計を343万9,000円に、保険給付費のうち療養諸費は、財源組替によるもので補正額はなく、保険給付費の計を５億9,465万5,000円に、後期高齢者支援金等は970万6,000円を追加し、後期高齢者支援金等の計を9,570万1000円に、介護納付金は238万1,000円を追加し、介護給付費の計を4,390万5,000円に、共同事業拠出金は512万1,000円を追加し、共同事業拠出金の計１億35万7,000円に、保険事業費のうち特定健康診査等事業費は、財源組替によるもので補正額はなく、保健事業費の計を616万8,000円に、基金積立金は1,999万7,000円を追加し、基金積立金の計を2,000万円に、諸支出金のうち償還金及び還付金は1,904万9,000円を追加し、諸支出金の計を2,226万5,000円に、歳出の合計額を歳入と同額の８億8,729万4,000円とするものでございます。

　以上で、議案第68号の説明を終わります。

　次に、議案第69号　平成25年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）についてご説明申し上げます。

　歳入歳出予算の補正でございますが、第１条、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ816万2,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２億1,416万2,000円とするものでございます。

　２として、既定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は「第１表　歳入歳出予算補正」によるものでございます。

　１ページをお開きください。歳入でございます。

　保険料のうち後期高齢者医療保険料は８万7,000円を追加し、保険料の計を6,636万7,000円に、繰越金は807万5,000円を追加し、繰越金の計を807万6,000円に、歳入の合計額を２億1,416万2,000円とするものでございます。

　次に、２ページ、歳出でございます。

　総務費のうち総務管理費は10万円を追加し、総務費の計を427万7,000円に、葬祭費は50万円を追加し、葬祭費の件を620万円に、諸支出金のうち償還金及び還付加算金は117万2,000円を追加、繰出金は550万円を追加し、諸支出金の計を767万3,000円に、予備費は89万円を追加し、予備費の計を129万3,000円に、歳出の合計額を歳入と同額の２億1,416万2,000円とするものでございます。

　以上で、議案第69号の説明を終わります。

　次に、議案第70号　平成25年度奥多摩町介護保険特別会計補正予算（第１号）についてご説明を申し上げます。

　歳入歳出予算の補正でございますが、第１条、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ2,443万9,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ８億2,443万9,000円とするものでございます。

　２として、既定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は「第１表　歳入歳出予算補正」によるものでございます。

　１ページをお開きください。歳入でございます。

　いずれも額の確定に伴うもので、保険料のうち介護保険料は207万6,000円を追加し、保険料の計を１億4,691万6,000円に、国庫支出金のうち国庫負担金は1,000円を減額、国補助金は25万7,000円を追加し、国庫支出金の計を１億8,585万9,000円に、支払基金交付金は2,000円を減額し、支払基金交付金の計を２億1,939万7,000円に、都支出金のうち都負担金は1,000円を減額、都補助金は12万8,000円を追加し、都支出金の件を１億2,199万6,000円に、繰入金のうち一般会計繰入金は16万円を追加、基金繰入金は250万円を追加し、繰入金の計を１億2,479万4,000円に、繰越金は1,932万2,000円を追加し、繰入金の計を1,932万6,000円に、歳入の合計額を８億2,443万9,000円とするものでございます。

　次に２ページ、歳出でございます。
　総務費のうち総務管理費は28万3,000円を追加し、総務費の計を1,065万1,000円に、保険給付費のうち介護予防サービス等諸費は250万円を追加し、保険給付費の計を７億4,229万2,000円に、基金積立金は959万3,000円を追加し、基金積立金の計を959万5,000円に、諸支出金のうち償還金及び還付金は534万9,000円を追加、繰出金は474万円を追加、諸支出金の計を1,060万1,000円に、予備費は197万4,000円を追加し、予備費の計を251万3,000円に、歳出の合計額を歳入と同額の８億2,443万9,000円とするものでございます。

　以上で、議案第70号の説明を終わります。

　次に、議案第71号　平成25年度奥多摩町下水道事業特別会計補正予算（第１号）についてご説明申し上げます。

　歳入歳出予算の補正でございますが、第１条、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ5,600万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ12億2,800万円とするものでございます。

　２として、既定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は「第１表　歳入歳出予算補正」によるもの、第２条、既定の町債の変更については「第２表　町債補正」によるものでございます。

　１ページをお開きください。歳入でございます。

　いずれも額の確定に伴うもので、国庫支出金のうち国庫補助金は8,864万1,000円を減額し、国庫支出金の計を３億199万5,000円に、都支出金のうち都補助金は92万1,000円を減額し、都支出金の計を1,925万7,000円に、繰入金のうち一般会計繰入金は203万8,000円を減額し、繰入金の計を３億6,014万3,000円に、町債は１億2,760万円を追加し、町債の計を５億800万円に、歳入の合計額を12億2,800万円とするものでございます。

　２ページ、歳出でございます。

　総務費のうち総務管理費は11万7,000円を減額し、総務費の計を１億347万円に、事業費のうち下水道事業費は、5,635万2,000円を追加、浄化槽市町村整備推進事業費は10万円を追加し、事業費の計を９億2,951万4,000円に、予備費は33万5,000円を減額し、予備費の計を171万9,000円に、歳出の合計額を歳入と同額の12億2,800万円とするものでございます。

　次に、３ページ。町債の補正でございますが、額の確定に伴い、下水道事業債を１億2,760万円追加し、合計で５億800万円とするものでございます。
　以上で議案第71号の説明を終わります。

　以上、議案第65号から議案第71号までの一般会計並びに特別会計について補正予算の提案のご説明をさせていただきました。

　今後の予算執行に欠かせない予算でございますので、ご審議を賜りご決定いただきますようお願い申し上げます。

○議長（清水　典子君）　以上で説明は終わりました。

　お諮りします。会議の途中でありますが、ここで暫時休憩にしたいと思いますがご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、午後２時15分から再開といたします。

午後２時06分　休憩

午後２時15分　再開

○議長（清水　典子君）　休憩前に引き続き会議を開きます。

　お諮りします。ただいま上程の議案第65号から議案第71号までについては、会議規則第37条の規定により、所管の各常任委員会に審査を付託するところですが、両委員会合同で開催する連合審査会に審査を付託したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、議案第65号から議案第71号までについては、連合審査会に審査を付託することに決定しました。今会期中に審査が終了するようお願いします。

　次に、日程第30　議案第72号　奥多摩町教育委員会委員の任命の同意を求めることについて、を議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。総務課長。

〔総務課長　井上　永一君　登壇〕

○総務課長（井上　永一君）　議案第72号　奥多摩町教育委員会委員の任命の同意を求めることについて、提案のご説明を申し上げます。

　下記の者を教育委員会委員に任命したいので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第１項の規定により、議会の同意を求めるものでございます。

　理由でございますが、教育委員会委員三富隆行氏が、平成25年９月30日をもって任期満了となりますので、その後任として同三富隆行氏を教育委員会委員として任命いたしたく、議会のご同意を求めるものでございます。

　三富隆行氏の学歴、職歴、経歴等につきましては、お手元の略歴書のとおりでございます。三富隆行氏は、平成21年10月１日から教育委員会委員を務められておりますが、この委員として人格、識見ともに適任でありますので、引き続き任命いたしたく議会のご同意をお願いするものでございます。
　ご審議をいただきご同意を賜りますようお願い申し上げまして、提案の説明といたします。

○議長（清水　典子君）　以上で説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第72号の質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第72号の質疑を終結します。次に、ただいま上程の議案第72号について、討論を省略し、採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　なお、採決は無記名投票により行います。

　議場を閉鎖します。

（議場閉鎖）

○議長（清水　典子君）　ただいまの出席議員は11名であります。

　次に、開票立会人を指名します。

　会議規則第30条第２項の規定により、開票立会人に４番原島幸次議員、５番杉村良一議員を指名します。

　投票用紙を配付させます。

（投票用紙配付）

○議長（清水　典子君）　投票用紙の配付漏れはありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　配付漏れなしと認めます。
投票箱を点検します。

（投票箱点検）

○議長（清水　典子君）　異常なしと認めます。

　ただいまから投票を行います。

　日程第30　議案第72号、三富隆行君を奥多摩町教育委員会委員に任命することについて、これに同意することを可とする議員は賛成に、否とする議員は反対に丸印を表示の上、投票箱に投票願います。

　それでは、１番石田芳英議員から順次投票をお願いします。

（投票）

○議長（清水　典子君）　投票漏れはありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（清水　典子君）　投票漏れなしと認め、投票を終わります。

　続いて開票を行います。

　原島幸次議員、杉村良一議員に立ち会いをお願いします。

（開票）

○議長（清水　典子君）　それでは、投票の結果を報告します。

　投票総数11票、有効投票11票、有効投票中、賛成票11票、以上のとおり賛成が多数であります。よって、三富隆行君を教員委員会委員に任命することについては、これを同意することに決定しました。

　議場の閉鎖を解きます。

（議場開鎖）

○議長（清水　典子君）　次に、日程第31　議案第73号　奥多摩処理区下水道管渠建設工事その28請負契約について、を議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。企画財政課長。

〔企画財政課長　若菜　伸一君　登壇〕

○企画財政課長（若菜　伸一君）　議案第73号　奥多摩処理区下水道管渠建設工事その28請負契約についてをご説明させていただきます。

　提案の理由につきましては、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例（昭和39年条例第16号）第２条の規定により、予定価格が5,000万円を超えますので、議会の議決を求めるものでございます。

　なお、指名競争入札により３回の入札を行いましたが、予定価格に達しなかったため、地方自治法施行令第167条の２、第１項第８号の規定により最低入札者と協議を行い、随意契約といたしました。

　契約の目的は、奥多摩処理区下水道管渠建設工事その28でございます。

　契約の方法は、随意契約でございます。

　契約の金額は、１億4,910万円でございます。

　契約の相手方は、東京都西多摩郡奥多摩町小丹波８番地、朝日建設株式会社　代表取締役　柴田拓也氏です。

　また、議案書の次に入札調書を添付してございますので、ご参照いただきたいと存じます。

　なお、この請負契約につきましては、去る８月28日に入札を執行いたしまして、現在、仮契約を結んでおります。本日、議決をいただきますと、明日、９月11日が本契約となり、工期につきましては平成26年３月14日を予定しております。

　工事の概要につきましては、担当課長よりご説明させていただきます。

　ご審議の上、ご決定をいただきますようお願いをいたします。

○議長（清水　典子君）　地域整備課長。

〔地域整備課長　川村　文雄君　登壇〕

○地域整備課長（川村　文雄君）　それでは、議案第73号の工事概要についてご説明申し上げます。　

　工事の件名につきましては、奥多摩処理区下水道管渠建設工事その28でございます。

　工事の場所につきましては、奥多摩町南氷川・栃久保・長畑・大丹波地内でございます。

　工期につきましては、平成26年３月14日まででございます。

　工事概要でございますが、管渠工事延長305.6メートル、管渠工としまして、パイの50ミリから150ミリの菅を延長305.6メートル施行しまして、マンホールポンプ場７カ所、グラインダーポンプ場２カ所を施工するものでございます。

　次のページをお願いいたします。案内図２分の１でございます。

　南氷川・長畑・栃久保を標示してございます。

　次のページをお願いいたします。案内図２分の２でございます。大丹波地区を表示させていただいております。

　次のページをお願いいたします。南氷川・栃久保のマンホールポンプ及びグラインダーポンプ配置位置図でございます。赤い色で表示しております栃久保地区のマンホールポンプ１カ所、南氷川地区のマンホールポンプ３カ所の配置位置図でございます。

　次のページをお願いいたします。長畑地区のマンホールポンプ場及びグラインダーポンプ配置位置図でございます。赤い色で表示してございます長畑地区のマンホールポンプ２カ所の配置位置図でございます。

　次のページをお願いいたします。大丹波地区のマンホールポンプ及びグラインダーポンプ配置位置図でございます。赤い色で表示しております大丹波地区のマンホールポンプ１カ所、青い色で表示しておりますグラインダーポンプ２カ所の工事位置図でございます。

　次のページをお願いいたします。マンホールポンプ場の標準図及びポンプ制御盤の標準図でございます。

　次のページをお願いいたします。グラインダーポンプ場及びポンプ制御盤の標準図でございます。

　以上で、議案第73号の工事概要についての説明を終わります。

　ご審議をいただきまして、ご決定賜りますよう、よろしくお願いいたします。

○議長（清水　典子君）　以上で説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第73号の質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。

　以上で、議案第73号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第73号について、討論を省略し、採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第31　議案第73号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第73号については、原案のとおり可決されました。

　次に、日程第32　議案第74号　鳩の巣荘建設工事請負契約について、を議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。企画財政課長。

〔企画財政課長　若菜　伸一君　登壇〕

○企画財政課長（若菜　伸一君）　議案第74号　鳩の巣荘建設工事請負契約についてをご説明させていただきます。

　提案の理由につきましては、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例（昭和39年条例第16号）第２条の規定により、予定価格が5,000万円を超えますので、議会の議決を求めるものでございます。

　なお、指名競争入札により３回の入札を行いましたが、予定価格に達しなかったため、地方自治法施行令第167条の２、第１項第８号の規定により最低入札者と協議を行い、随意契約といたしました。

　契約の目的は、鳩の巣荘建設工事でございます。

　契約の方法は、随時契約でございます。

　契約の金額は、８億5,155万円でございます。

　契約の相手方は、東京都西多摩郡奥多摩町小丹波45番地、佐久間建設株式会社　代表取締役佐久間一三氏です。

　また、議案書の次に入札調書を添付してございますので、ご参照いただきたいと存じます。

　なお、この請負契約につきましては、去る８月28日に入札を執行いたしまして、現在、仮契約を結んでおります。本日、議決をいただきますと、明日９月11日が本契約となり、工期につきましては平成27年２月27日までを予定しております。

　工事の概要につきましては、担当課長よりご説明させていただきます。

　ご審議の上、ご決定いただきますようお願いいたします。

○議長（清水　典子君）　観光産業課長。

○観光産業課課長（原島　滋隆君）　それでは、ただいま上程の議案第74号　鳩の巣荘建設工事の概要につきましてご説明をさせていただきます。

　議案書から２枚、ページをおめくりください。工事の概要書となっております。

　件名でございますが、鳩の巣荘建設工事でございます。

　工事場所につきましては、奥多摩町棚沢662番地です。

　工期につきましては、先ほど企画財政課長からお話しさせていただいたとおりです。

　次に、４、工事の概要についてですが、延床面積につきましては2,810平米、鉄筋コンクリート造の地上４階地下１階で、客室数は27室、宿泊人員につきましては97名でございます。

　各階の主要施設につきましてですが、まず、地下１階は宴会場のほかは施設機器類等になります。１階は玄関、フロント、男女別大浴場と食堂という形になります。２階から４階までは客室で、全ての部屋にバストイレがつき、寝具につきましても基本はベッドという形になります。２階ですが、41平米の和室10室です。３階は同じく41平米の間取りですが、洋室10室となります。４階は少し大き目の60平米の和室６室と41平米の和室１室の計７室となります。このうち60平米の和室２室につきましては、バリアフリー化された部屋となってございます。

　駐車場につきましては、鉄骨造で11台分となります。それ以外につきましては、電気設備と機械設備の工事が一式ございます。

　次のページ以降が図面となりますので、そちらのほうでご説明をさせていただきます。

　次のページが案内図となりますが、丸で中央を囲ってある部分が工事場所となりますが、これは、これまでの鳩の巣荘の場所でございます。

　次のページをお願いいたします。平面図となります。建築確認のときの平面図で以降の平面図も同様ですが、図面下側が多摩川、上側が国道という形になっております。水平面積が線で囲って記載をされております。

　また、基本設計では、建物４階に当たる鳩の巣荘横の町道から建物へアプローチを設ける計画でしたが、アドバイザー等さまざまな協議を経た結果、従来の鳩の巣荘と動線は同様とし、部屋数も21部屋から27部屋にするなど、見直しを行っております。

　なお、この平面図の右斜め上に駐車場が書いてございます。

　次のページをお願いします。地下１階の平面図となります。40畳の宴会場と男女別トイレ、それ以外は機械室等という形になります。

　次のページをお願いいたします。１回平面図となります。先ほどご説明したとおり、見直しを入れまして、１階が玄関という形になっております。図面の中央上側が玄関でして、入った右手にフロント、その前がロビー、左側に更衣室、洗い場、内湯・露天風呂等の大浴場が男女別に多摩川を望む形でございます。玄関右側には、エレベーターホールと階段があり、その図面下側に厨房、一番川寄りに食堂・レストランがございます。

　次のページをお願いいたします。２階の平面図です。41平米の和室で定員は４名、客室数は10室です。居間の部分に畳が４畳敷かれるという形になります。

　次のページをお願いいたします。３階の平面図となります。こちらの間取りですが、２階と同じ41平米ですが、定員３名の洋室ということで、２階の部分が畳でしたが、こちらはその部分がフローリングという形になる洋室１０室です。

　次のページをお願いいたします。４階平面図となります。この階が最上階となります。60平米の定員４名のゆったりした和室６室と41平米定員３名の和室１つというつくりになります。60平米のうち、両方の角部屋、こちらが１つずつ段差がなく、また入り口も引き戸という形になっております。バリアフリー化された部屋というふうになっております。

　次のページをお願いします。ここから最後までが立面図という形になります。１枚目が青梅方面から奥多摩の方面に向かって見た図。左側が多摩川という形になります。

　次のページをお願いします。西側立面図ということで、今度はその反対側、奥多摩側から青梅方面に向かって見た図ということになります。

　次のページをお願いします。南側立面図というふうになります。下から２段目、こちらが１階になりまして、図面右側にレストラン、左側が大浴場という形になります。

　最後のページ、次のページですが、北側からの立面図ということで、こちらは地下１階の部分が見えておりませんので、一番下の階が１階ということで、中央が玄関というつくりになっております。

　以上で議案第74号　鳩の巣荘建設工事請負契約の概要につきましてのご説明を終わらせていただきます。

　なお、工事内容の詳細につきましては、この18日に説明会を行わせていただく予定となっております。以上でございます。

○議長（清水　典子君）　以上で説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第74号の質疑を行います。

　３番、高橋邦男議員。

○３番（高橋　邦男君）　今、平面図を見させていただいたのですけれども、駐車場、まず、マイクロを含めたバスとかのスペースがちょっとないのかなということと、あと11台ということで、ちょっと狭くないかなという印象を受けたんですね。

　それともう１つは、やはり鳩の巣荘まで、ちょっとこれ坂があるのですね。随分というか、何メートルぐらいになるか、70～80メートルぐらいなりますかね。ちょっと歩いたりするので。下に駐車場ができなかったのかなということです。その辺をちょっとお答えをお願いしたいと思います。

○議長（清水　典子君）　観光産業課長。
○観光産業課課長（原島　滋隆君）　ただいまの３番、高橋議員のご質問にお答えをさせていただきます。

　駐車場11台ということで、部屋数よりも今現在少ないような形になっております。また、バス等の駐車場についても、現在そこには駐車は厳しい状況となっております。１階から玄関のほうに入ってくる坂道ということで、利用される方も厳しいのではないかというようなお話もただいまいただきました。
　この点についてですが、今後、進入路の計画、あるいは今回ご寄附をいただきました鳩の巣周辺の土地、こういったところの利用とあわせて、今後、利用しやすい鳩の巣荘となるよう、さらに検討を進めながらやらせていただきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。以上です。

○議長（清水　典子君）　ほかに。４番、原島幸次議員。

○４番（原島　幸次君）　ちょっと細かいことを１件お聞きしたいのですが、昨年の予定ですと建物が地上５階ということだったのですが、ここで、今日、見ますと、地下１階地上４階というようになっているんです。

　特に私が懸念するのは、宴会場がお客様に地下へ行ってくださいというイメージがどうなのか。１階に宴会場がございますが、地下だと何か潜ってしまうような感じがしますので、その辺設計の関係、あるいは建物の配置の関係で地下というものを使わなければいけないのかどうか、ちょっと簡単な質問で申しわけございませんが、教えていただければと思います。部屋数は特に当初から変わってないようですが。

○議長（清水　典子君）　観光産業課長。

○観光産業課課長（原島　滋隆君）　ただいまの４番、原島議員のご質問ですが、地下という言葉自体が非常にお客様に余りいい印象を与えないのではないかということですが、建築確認申請上このように地下というような形になっておりますが、宴会場から外が見えるような、この辺でいう懸造りという形の建て方になっております。この表示の仕方について、１階から５階までというような表示で大丈夫なのかどうかということを検討していきながら、そちらのほうで問題ないようであれば、そういう方向で検討させていただきたいと思います。以上です。
○４番（原島　幸次君）　ありがとうございました。

○議長（清水　典子君）　ほかに。５番、杉村良一議員。

○５番（杉村　良一君）　前回、私どもが説明をいただいた設計内容、建物と随分今回違うわけですけれども、例えば玄関のフロアの場所とか、いろいろ主な理由が幾つかあるのだと思いますけれども、その理由をお聞かせいただきたいと思います。

○議長（清水　典子君）　観光産業課長。

○観光産業課課長（原島　滋隆君）　ただいまの５番、杉村議員のご質問にお答えをさせていただきます。

　当初、最上階の部分からアプローチをして入っていくということで、そこがロビーであったり、レストランであったりというようなことになってはいたわけですが、基本計画を行った後に、アドバイザー等の委託を踏まえて検討していく中で、やはり動線が長いということ、これによって食事の運搬なんかにも手間がかかったり、また接客の時間が従業員が短くなってしまうというようなことで、接客サービスが心配だというようなこと。

　それから、躯体自体もちょっと九の字型に折れていたと思うのですが、無駄な空間も出てきているというようなことで、部屋数を増やしたほうが利用効率もよくなると。こういったことと、あと、この丘陵上にアプローチというのがさらに経費を上げていってしまう可能性があるというようなことから、見直しということで実施設計の中では、そのような意見を検討させていただいて、実際の建物という形にさせていただきました。以上です。

○議長（清水　典子君）　ほかに。
（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で、議案第74号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第74号について討論を省略し、採決したいと思いますがこれにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第32　議案第74号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第74号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第33　議案第75号　鳩の巣荘の指定管理者の指定について、を議題とします。

　これより、提案理由の説明を求めます。企画財政課長。

〔企画財政課長　若菜　伸一君　登壇〕

○企画財政課長（若菜　伸一君）　議案第75号　鳩の巣荘の指定管理者の指定についてをご説明させていただきます。

　提案の理由につきましては、地方自治法（昭和22年法律第67号）第244条の２、第６項の規定により、指定管理者の指定をすることについて議会の議決を求めるものでございます。

　公の施設の名称は、鳩の巣荘でございます。

　指定管理者となる団体は、奥多摩総合開発株式会社でございます。

　指定の期間は、平成25年10月１日から平成30年３月31日までの４年６カ月間とするものでございます。

　鳩の巣荘につきましては、２カ年度に及ぶ工事期間を経て、平成27年度の開業に向け、従業員の募集や研修、また、調度品、什器類の調達を始め、営業を開始するまでにさまざまな準備が必要であり、そのためには相当の期間を要することから、ここで指定管理者を指定したいので、お諮りをするものでございます。

　この指定管理者の候補者の選定につきましては、奥多摩町公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例第６条の規定に基づき、去る８月21日に奥多摩町指定管理者選定委員会を開催し、奥多摩総合開発株式会社が運営することが、総合的に判断して最も効率的・効果的であることから、指定管理者の候補として選定したものでございます。

　指定管理者候補の概要につきましては、別紙で添付をしてございますのでご参照いただきたいと存じます。

　以上をもちまして、議案第75号　鳩の巣荘の指定管理者の指定についての説明を終わります。ご審議の上ご決定いただきますようお願いをいたします。

○議長（清水　典子君）　以上で説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第75号の質疑を行います。
　３番、高橋邦男議員。

○３番（高橋　邦男君）　幾つか指定管理者の指定についてのことなのですが、資料がちょっとこれだけの資料で、なかなか判断しづらいというのが正直なところなのですね。例えば、資料として奥多摩総合開発株式会社さんの管理理念というか、経営理念がどういうものを持っているのか。あるいはこれからの収支の見込み額なんかも、何年か前に、資料として出されたことがあるかなと思うのですが、その辺の資料なんかもつけていただければ、ちょっと参考になるかなと思ったのですが、その辺、わかる範囲でちょっと答えてほしいと思います。

○議長（清水　典子君）　企画財政課長。

○企画財政課長（若菜　伸一君）　３番、高橋議員のご質問にお答えをいたします。

　資料が若干少ないというご指摘をいただいたところでございますけれども、まず会社の理念等につきましては、来る９月20日でございますけれども、会社の昨年度の収支の報告をさせていただきますけれども、その中でも今までの経営、それで、これからの経営についてのお話ができるかなと考えております。

　もう１点、収支の見込みはどうかというお話でございますけれども、その件につきましては、本日、ここでご承認をいただいて指定管理ということになってから、会社の中でも具体的に、プロジェクトで具体的な什器あるいは経営のコンセプト、備品等の詰めを行っていくということでございますので、本日から改めてスタートと考えておりますので、ご了解をいただきたいと存じます。以上でございます。

○３番（高橋　邦男君）　ありがとうございました。

○議長（清水　典子君）　ほかに。４番、原島幸次議員。

○４番（原島　幸次君）　特に、指定のところと関係はないのですが、役場でもいろいろプロジェクトチームができて、いろいろ名称等もお考えになったと思うのですが、今、企画財政課長から言われましたように、公の施設の名称は鳩の巣荘ということでございますので、この辺はもう間違いなく鳩の巣荘というネーミングでよろしゅうございますね。

○議長（清水　典子君）　企画財政課長。

○企画財政課長（若菜　伸一君）　４番、原島議員のご質問にお答えをさせていただきます。

　この施設の名称につきましては、現在、条例の公の施設の名称が鳩の巣荘ということでございます。ですから、これから具体的に運営手法を検討する中で、名称については俗称といいますか、施設のコンセプトに合った名称を考えていくということでご理解をいただきたいと存じます。

○４番（原島　幸次君）　ありがとうございました。

○議長（清水　典子君）　ほかに。７番、師岡伸公議員。

○７番（師岡　伸公君）　町内、町外にあるかどうかわかりませんけれども、いわゆる旧鳩の巣荘の観光案内板、いわゆる広告が幾つか見当たりますけれども、今のところ休業中という表示になっております。是非、これが決まった後は、もう少し積極的な標示で外部に通達していただきたい。そのようにお願いします。

○議長（清水　典子君）　企画財政課長。

○企画財政課長（若菜　伸一君）　７番、師岡議員のご意見に従いまして、今後、現在の休止中という表示をしてございますが、これについてもいつ開業に向けて、オープンに向けてＰＲをするという意味合いも含めて、早期の周知を図っていきたいと考えておりますので、よろしくお願いをいたします。

○議長（清水　典子君）　ほかにありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で、議案第75号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第75号について、討論を省略し、採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第33　議案第75号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第75号については原案のとおり可決されました。

　以上で、本日の日程は全て終了しました。

　お諮りします。次の本会議の予定は９月13日となっておりますので、明日９月11日と９月12日の２日間は休会にしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、明日９月11日と12日の２日間は休会とすることに決定しました。

　なお、本会議２日目は、９月13日午前10時より開議しますので、ご承知おきください。

　本日はこれにて散会します。大変ご苦労さまでした。

午後２時58分　散会

地方自治法第１２３条第２項の規定により、ここに署名する。

　　　　　　　奥多摩町議会議長
　　　　　　　奥多摩町議会議員
　　　　　　　奥多摩町議会議員
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